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正 誤 表 s'トE

ペ ー ジ fT 誤 正

24 上11-12 2m以上と考と考えられ 2m 以上と考えられ

32 下 8 第4届出土の平瓦で。 第4届出土の王手瓦で

32 下 4 表W 表m. 
32 下 2 休部外商蘭 休部外面

34 表W 表m. 
44 (第48図中} SB∞4 S B005 S 1004 S r 005 . . 
45 (第50図中) S B400 S B401 S 1400 S 1401 . . 
57 上 3 下記田表 前記W表

制 下 15 S D396 S B396 . 
64 下 14 約7.0ω 約70c田

69 上 9 建一。 l!-。. 
69 下 7 S B395 お8建物跡 S B395 398建物跡.. . 
73 上 2 至らしめる乙とと窓味 歪らしめるととを窓味. 
83 上 8 できるであろう。註3しかし できるであろう註3。しかし. . . 
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序

秋川峨跡のふ・4伐につレては、II({和47年度から同県をは じめ各}jr(tiのご指却とご綬助をいただきな

がら'J!biIiしてi!たとニろである。

53{fl交の凋 ~は、Jll: 1汚~の状況から現地調子モの lJ1;大をはかりながら対処 したところであるが、 紋

終段附で)1・}i跡から1I¥;fJ柵自lはII吋H年を立証し得る 「木簡」を発見 し、 秋川械の耐火的解明に人・きな

tiii.itliをみゐ ニとができた。よれもひとえに各関係機関 .，ir..先鍛のご支般のおかげであり 傑 く悠謝1:11

しあげると共に、今後のご指ぬごi幼討を切にお願いするものである。

この慨械は、 ノド1:.1.立の訓üt..'l *をまとめたものであるが、特に~.Uヒ!朕史資料町iの研究H ヂ川 l村氏

から「木附について」の執官をいただき、ま た昨年l立に続 き " 司氏のJi硝「秋川以|対係。片代文献~J

を、本年度のぷ，llt""1* と I， ílll.~に収録できたことは、 Hキ1iを得たものとしてま ζ とにイi倣 く 、深甚の

謝.cr:~ )<するものであゐ。

み;II ~ IJ~、古代減柵研究の資料として広く活用され、秋111減跡の保護対策の ーiめ となればま ニと に

学しである。

昭和54年 3月

秋田市教行委員会

数行長佐藤博之



目 次

I 調 ffの Jト111ij......・H ・.....・H ・..………………・H ・H ・.....・ H ・..…...・ H ・..…...・H ・.....・ H ・H ・H ・...3 

o 0024次発姻調貧.................................................................................................4 
l).a:.l 1i 施過...・ H ・...・ H ・.....・ H ・.....・H ・.....・ H ・.....・ H ・H ・H ・-…H ・H ・-…...・ H ・-…H ・H ・-… 4

2)検出治情とtfl七遺物………………...・ H ・.....・ H ・.....・H ・.....・ H ・.....・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・...8 

3)符肘位出!こ遺物・ H ・H ・.....・ H ・..…...・H ・.....・ H ・.....・ H ・...・ H ・...・H ・..…...・ H ・-…...・ H ・-……・ 28

m m25次発州側1t…...・ H ・.....・ H ・H ・H ・..…………...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..…....・ H ・..37 
1 )捌 ft 純過...........................................................................................37 

2 )検出.iit怖と11:1I:.iit物...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..…...・ H ・..………...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・...40 

3) れ附{立IJI1二遺物……...・ H ・.....・ H ・..…………...・H ・.....・ H ・H ・H ・..…...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・....66

IV .)ラ策...・ H ・..…...・ H ・..……...・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・..……...・ H ・.....・H ・..…...・ H ・.....・ H ・.67

1 )第241X硝ff.検出の.irt怖と出土遺物について・ H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・H ・H ・.....・ H ・H ・H ・.67

2 t:a25次調1E検出遺憾について………...・H ・..…...・ H ・H ・H ・..…...・ H ・.....・H ・.....・ H ・.....・ H ・.69

3) S E406JT， i跡出上品川噂について…………・・….....・ H ・..……・……..……………...・H ・...71
4) S E406JI'戸跡出土木簡について…...・ H ・.....・H ・.....・ H ・H ・H ・.....・H ・.....・ H ・H ・H ・.....・H ・"'73

付録 秋川減関係省代文献¥t料

例曾

O ノド傾鈍iの凶IfiI• ilï物終処 ・ 係筋執筆 ・ 編集には秋田城跡発鋸調従 'l~務所の小包~ïE夫、行郷

附誠ヘ u野久、同1't降、安田忠市、柏谷光子の各職員があたった。遺物の写真鍛影は小包と、

四谷 ・安川が相当した。

o ~守唄 11}JIJの執寝liSC"+こに氏名をJ己し文氏をあきらかにした。

尚、 Jt-Ii跡11:1:木簡の原稿執う涯については、東北股史資料館妓師'1'-)111句氏に依鎖した。
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I 調査の計画

II({拘153~I:.I!tの，J.'4tf.1t、 lìíf11'.J広ま でのJ1 fiJ成裂を踏ま えて外邦線の泊跡訓伐と総 ノ木地Þ(ill物鮮の

f'!:併}'e191を11的に，，1・:ヶ1折のJ1ft地をあ註した。

.J司伐に際 L 、下i.g氏以 1'J.ff 委日会の終段のご配慮と多t'l局長跡減免研究所の継続的指椋をi~}た。

発掘・10長代につレては、hIi助金.の内示 {総 ・IO'dn，lOO万円のう ち、If41，IOdi防衛'i50%、以'l'lJ'lMMi

25%、tli!'lM幼25%)~i~fたので次のように~b値，HllJJjを立後した }< 1) 。

}< I 発銅調査計画炎

数

一
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川一

m
m

。凋 代 j也 l~ I 発~I(Ijft'lm Jf I 川町災総抑1HlI 
小路 ~t) I 594m (180附 I4J1511-7JIIOII 

l，332m (t103J-!'-， I 7 JI 111-10)13111 

初24次。川代は、 II{{拘1t1911'-1!l::i113次ぷ1代検出の外兆築地主f，!の延長 1-.にあたゐ。しか し，，1.'，)伐の紡米、

従j也は検11¥.きれず!.IUtiに必ゐI，Y，と、そのl釘側では(1:I，J;.跡と倒立住建物跡が検1I¥.:tれた。

第25次，，)1.)ff.の.rI}/本J位以は、 m18払:・22次調/i.についで ミ11三次にあたゐ。ニ れまで多くの掘立住

ill物が検II\ ~ I t てしたか、 々の性怖を犯屈する ま でには伝っていな t 、。 今次の品代ではl叶.:;\.J~ff.で

m ..次必';;;・跡 と 行えられたi1!物跡を 11.発ぬ! し 、 ~らに北側に新たにJ~ffl'(~~鋭、必 した。そのがi!+! 、

31J:JX 71:aの鋸立nill物はill仔の行われていること が判明 した。 品代地~t JtU:t:では 1二 1似て任4 .3m 、

深さ5.らnの鋸り )jの)I'Jiが倹 IH~ れ、その F却には内任約 1 mのJj::問、そ して庇I耐には駐車と瓦が三

段，.: .~ き ~f.:べられていゐ。 主 た JI'筒内からは多 istの木製品 と 16.'!i.の木 ili)が/1\ 1:したe ペとのう ちの 7

.....i~ ~.:， .t .f~ ，~ . I~か必められ 「反中~ /， ~Iミ JJ J 、 「勝宝四年」、 「勝' iUi.年」などの紀~I~銘のある木簡も II:l

I:lていゐ。

I I({和5:~11'. '立の~lli!.JI.) ff.はつ主のと おり である()<.IJ)。

}< 11 刈ft. '必随状況

，刈 fr.次数 I ，，11.1 伐 j也 似 |免掬!r(II(;'lm (州) I '州代%他JU川lJ
m 24 次 IrH外子Il~ '1' !R:.';(I (人- 小路」ヒ) I 640m (l94TI'.) I 4月311-7)1711
m 25 <'-: I孤 ノ 本，'， !R: ，':11 I 1.476m (4t16上1'-)I 7JJIOfl-12JJllfl 

{他也山6ιζ、'叱と跡|附城J指疫斜j地也であるt後炎械j泣立跡の，{;む;J地1也主j造位成にff.う燦

叫吋tしfた4。‘A 刈 r，代"征r.'J'éれIt ll似lj以i江tI附刈れ行dれ1割 1によゐもので 4 月 カか‘ ら Iロ2刈ま て t調泊 f丘t カが;')必~ b姥包 」主;Jれtた。

なお;1も次調fi.の出七遺物は年間を通して整座作業を行った。
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E 第24次発掘調査

1 )調査経過

第24次発掘~ftは、、予内';:大小路を対象に、 4 月 3 日 から 7 }-j 7A ま で:終結した。発俗調査副都

は約64伽i(約194T!')である。

凋If.地は羽117次川ff.J也のIYil崎に隣後し、 現状では前調査地とは約3mの比向で、 一段低〈、北京

から泌が可)jJi'lにkるれ紡に1;'1う、 IH緩斜r(，iの畑地である。
調貨は、 1) 本調住地がUB3次調査(1974年) で検出 した築地痕跡、構状.ìftm~予の市外郭線の東

側延長線上に位股し、これら外郭線を憐成する遺備を追求すること。

2)第17次棚倉 (1975年)では、掘立住建物跡、重復する42線の竪穴住J，t}跡を検出、又多泣の処

，I}上総合合むj立物ヵ・1111:しており、これらillU"fの広がりを把制すること会11的に')，!地した。ちなみ

に、曲営調査時に、ノド湖1f.地l釘束20m程の地区で、竪穴住居跡を検出してレる。

調査の結娘、策地i盤情は既に削平されたものと考えられ確認できなかったが、fl時状遣械、鋸立住

建物跡、 上広、ヒット CF~予を倹出した。

第2図第24次綱査周辺地形図
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調lf.は測1.W押1llNo.9よりl原点を移動し、 X=-95.238m、Y=-221.573m、H=27.639mを基

制点とし、先制lベを.没~した ( 4月5日)。

J司査地1釘側から炎上 Ct井作上)~Jぎを実施し、下宿の第 2府も同質であることが判明し、同時に

除去していっ た。 In)~'1からはぷ焼き酸化炎焼成の土器が出土、以後、第 5嗣までの除去作業中、 2十

3l.¥の1..)的のl:i援がIUI二した(4月12日}。

S207ライ ンから北側の地t(では3O-50crnの厚さの勝作土を除去すゐと、すぐに、地山飛砂府とな

る。これは畑地を造成する際に、緩斜面を平担にするために、削干 したものと~えられた。以下、

第 3、 4、 5附 と順次、除去していった。 第 3、 4府も プラスチック ・ビニールなどを含む近年ま

での勝作土である。さらに5府 も、第6層面に同層を埋土とする緋作の侃乱溝がみとめられ、向層

内から、背磁、政瀬戸、1[;l<~及室などが出土し、近世以降の厳も古い勝作間と考えられた。

したがって、)<1:、ts2~:1までのm.llJ~作 l頭、第 3 、 4 庖の.lfJ~作l倒、 tn 5~~の.f!)~(1"凶iが必められ、

その ntll.丘、付近の北側傾斜 l耐を削ギしl翁側に峻めてレるものと ~えられた ( 4 月 28U ) 。ちなみに

絞も深い1句~i"fllでは1ïJ.さ 1. 5m に2えんでいる。

第 6肘は}.I.\色砂目 I~のill物包含附で、 S207ライン以I有でその推抗が錨i認された。 同附は多量の瓦

J十、赤鰯色土日itt予を含む土府で、府上面にてSK認4-387土広を検出した。他に明議なjtll絡が認めら

れず、北側から除去してゆき、 SD366A・8溝、 SI367、368、369住居、 SK388土広を倹出、精査し

ていった (5月2円 。

川附を全滅で除去した段階で、 SI370、371、372住居跡を確認、 S1371 H:}";.東部分が発側証外に

あるため、さらに点に発掘区を鉱張した (5月9日)。以上の住肘跡は第7附F向上 ・焼土の混入する

武悩色砂を』取!り込んでおり、掘り込みは部分的に地山飛砂防まで至っている。これら住JLtf跡とlfI復

してSA394Aヒット 併を倹出、住}o'i跡煙土を切っているのが篠a認された。検出 した(tJ.!，¥跡、 とl広、

ii旬、 ヒット 仰の初代をmUlfl、~行して、 第 6陪ま での断l函観察のベルトのfI![r lflj図作成、写tHJ投影を

行い、除去してL、った(5 }-j 1511 )。

S 1372 (5) J 1611)、S1 371 (5月181:l)、SI369(5月19U)、S1 370 (5) J 2511) O;:}.lf跡の

お'1ftを行ってL‘った。 {!:}，'}WI[IIでは、SA394Aピット 在学に属するピ γ トが、 SA394Bピット 鮮のも

のとi1UI:して倹111され、中に、性痕跡のみとめられるものもあり、似な村:ill物跡のが従が考えられるた

め、.iuぶしたが、 IYJ(i((に抗n出できなかった(6月 2I:l)。第 7府IfIiでのj邸側約ff.終 f後、 1，;)府l師で

のj世情のびa鉛彬 ( 6JJ711 ) 、償り方設定 ( 6 月 8 日 ) を行l.、手Ifîj 'J!側、レベル測定を~施し

た 6)]911-1311 。

さらに下柑にjft憐を(j:{Eが考えられ、第7層を北側から除去し、地山砂層面をあらわしていった(6

)) 14日 。川附の鋭的ぬ聞は、第6府同級、 S207ライン以陶・で、 l何点))1:'1に漸次、 J亨く雄前 してい

る。 S207付近て'は3ο伽 Ijij後、発ぬ!I"(1Y1・端J犯では5O-80crnである。

71Mを除去した段階で、 ζ れまで断l認では把侮されていたが、明係;でなかったS0366B桝のフラ

-5-
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ンが鮮明となり、さらにSI367住居床面下層にわす.かに残存しているのが確認された。

後行して、特異な形態のSI369住居跡カマドの精査を行い、面取りした粘土塊をカマドの四隅に

立ててレるのを確認した (6月15臼)。

地山砂防I耐こてSIお7(6月14日)、SI373住居跡、SB384錨立刷物跡、ISA3例 Bピット鉾 (6 

月16日)、S1374-375住糾跡 (6月19聞を検出した。 SA394Bピット鮮、 SB認4鋸立怜主主物跡の

梢貨を行L、、鋸り方はSI373住居等の思土上面から認められ、その新旧関係は伎J6'跡より新しいこ

とが係自認された (6月23円)0 fiiJj段階の写真鍛影、平面実測を突砲し(6月24日)、SI376、373住居の

精査を開始し た (6 fJ 26 U) 0 S 1376床面下層でS1379を、 81373J;夜面下隔にて81380を、さ らに

81380と仮復する81381、81375と直後する81382住居跡宏倹出した (6月27L1)。

各{引!，1;.跡のr.1伐を 6rJ 30円まで実beiし、降雨のため崩唆した槌り方を再度投定し、ヂl筒災測、

レベル測定 (7月3日)、7J.・氏働総長 (7月5日)を行った。発掘医}.Iミ情、 1旬慢の上期Itfrr飼悶を作成、

結分的なJfl!めもどしを行い，D.¥lfEを終 fした (7月 7臼)。 なお、全体的な閉めもどしは、年度の全

調子E終了後、改めて行った。

2)検出遺構と出土遺物

治情は、 m7刷新上、焼上出りの;1(潟色砂を岐に大きく 2期に抱飽きれ、第3、4闘は第7府上

層、下隅で検出した作遺怖を示している。

58384建物跡 {郷 5図、図版3)

第 7府下嗣で検出、 81373、376、377、380住居跡と電復し、新旧関係は、(t:J.L;跡峨七上凶iで、抱

り方ヵ~6昨:認され、 (r:J..:跡より新しL、。 束、南部分が未調査で全体を把留することができなかったが、

東西 2間以上×市北 41:'.1以上の総怜の鋸立怜建物跡である。併問は点阿2.9m 、 la~tは2.7-2 . 9m と

『れがある。両端の十t:紛の)J伎は、北で凶に約7・振れる。綴り方は円形で、 u11歪40-50cm、深さ約50

師、即ュ上tこは料iヒ、焼士が出入して¥..る。

竪穴住居跡

81367-372陀間跡は第7府rfiiにて、 81373-383住居跡は第7府を除去した池山砂府rnitこて検出した。

51 367住居跡 (郷 6凶、図版 5)

ブJ形を勺し80お6A・8滞と直俊し、同溝より新しし、。北西コーナ-ffllは8K387 I:J広により喫さ

れている。件穴、 }.'.lì袴は必められず、カマド位置も不明である。住民方位は両辺でほぼ1"~tを とる。

51 367出土遺物 (第 7図、間版25)

G、 7、10ltWr(rI、 1-5、8、 9は哩土からの出土である。

土 師 器

6 ，主低いずi(十郎でナデのため切り厳しは不明である。内聞に撤衝なへラミカ'キヵ:絡されているが、

-8-



黒色処型は1与加熱のため消失して 」

いる。

赤褐色土器

3、4は低いfすが付き、ナデの

ため、切り厳 しは不明である。 l、

2、 5、611(1I(転糸切りで再調盤

はない。

鉄製品

8は鱗化の符しL、lJ.iI><:の形態の

)J f.、 9は先端部の{同‘ドな鉄皇族で

ある。

土製品

10はフイゴの羽11の似n.である。

{也にコブシ大の鉄tfが 3点出土

している (凶版25の11)。

51368住居跡

(第8凶、図版5)

1句辺]j{lf J収部分が発鋸iベ外にあ

り、令.体は-1"lIJてあるが、方形を

呈し、両辺はほぼ氏北方向をとる。

怜穴、 J.'.i ì，\'f I1 ，t~められず、カマド

位置も不IYJである。

51368出土遺物

(~ 9閥、闘版5)

赤褐色土器

Iは1"1転糸切りで、 1'.調寺院がない。

石製品

∞ 

∞ 

∞ 

C p 
ldo。

Qofv gd Q 
。r og  
。。

G 。 Q 。 。。。
。ρ00 0 。

。① 。。 8 
dコO 。 o 。
。

一~ーよよと』 '-.../ 

A- -A' 

ヲL・・ト1ーに~こ どiI・;γ・..  
- 一言 ・'ず

。
2 4M 

第 5図 SBお4掘立柱

2、 3は低イ{で、 211上端が欠鋼、 4商に使用痕が認められる。 3は舟形を'乏し、必裏面、側面

に使用浜が認められ、特に必要理耐には説:線状の使用痕が著 しL、。いずれもほI(s出上である。

51369住居跡 (第10・11図、図版5)

東凶5.3mXI匂北3.5m の)j形を呈する。 SK389土広により、 ~tl勾コーナー然は嘆されている。 SI370

住16跡と.((彼 し、同H:肘跡より新しL、。 北壁及び、東管は-l旬、ゆるい傾斜をな し、床面20-初m

付近でiJii11'(な立ち上りとなる。カマド (第11図、図版6)は南東コーナー付近に東向きに付設されて

- 9ー
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第6図 S 1:fS7住居跡

A' 

L‘るが、住居跡には取りつかず、

壁面から緩れている。 一辺約 1m 

のコの字形に粘七組みされ、カマ

ドEきはヰ主白な立ち上りである。カマ

ド中央には河原石を、 商取り した

赤色のF向上嶋で固定し、支脚とし

て使用してレる。同様な赤色の粘

土機はカマドの四隅にも使用され、

それを覆う状態で災潟色の粘土を

組んでレる。カマド周辺を中心に

浅い阻形の小型の赤鰯色土法がま

とまって出土し、うち l点に文字

のa認められる漆紙が付.{j・してレた。

J.'ij潟、位穴は認められなL、。住

民の方位Ii.、 I有辺が東で、北に約

8・振れる。

SI 369出土遺物

(第12図、図版25、26、35)

4、8、11、15、19-21は昭七、

他はほ而から出土した。

~-:EZ ( 1・361 )\三Z
赤褐色土器

1 -31主小型の緩めて浅い阻形

で、口径 9-l1cm未満、総・高 1Cm前後である。 4

-13も小型で、口径9-l1cm未満、総高は前者よ

り、深レが、 2-3cm未満である。 11を除き、体

活が外反する阻形を~す。 14- 161 ;t口 径llcm以上、

(1-362) 〈

ミ守Tr、当《7);!:::iiTL;;:;に7ft。 と観察された。 12，13~i.~~tJ~付着ーこ
.一ー

ヂ「ぷ杭8)~i. 2行、 6…柑…。緋の
_.ぷGミむ)'.... ? _ ~ _ ~ ~M 不…料、 ぅV 判 「虫J と判読…

|1 r T rf → 14は漆のみの付近である。 15は体部外面に rEf)J
9 (1-369) 

第 7図 S 1 :fS7住居跡出土遺物 の記号と考えられる地，rfが認められる。以上はす

-10-



ベて回転糸切りでi号制教は認められなし、。

18は赤側色上総長て却の部分、19は体部外

面に邸/fが認められるが、判読不可能である。

土製品

20、21は約3mmのイLを穿った小型土錘、

22は低行に転川した.t$と~えられ、 3 面

に使用瓜が泌められ謄減している。

瓦

m37凶 111 r，':SJの刻印のある絡 fli

瓦で則上からのtH1:である。

51 370住居跡

(節目凶、凶版 6)

東内4.5mXltì~t7.4m の)ï形を虫する。

SI369、371{t)，';跡と，f(桜し、両(1:陪より

s甘い。}，'.ifl旬、十1.穴は。認められず、カマド

位低もIJJl6tでなl'が、SI371北丙コーナー

付近のば1mに焼 1:、炭化物が，也められ、

この付近に.没附されたものと母えられる。

(I:J，J;J1位は、同辺が」ヒで、丙に約ア仮れ

る。

51370出土遺物

(第14凶、凶版26、27)

ロ
A~ 、

第8図

2、3、 5-7、13がiぷlIiiから、他は均土から出土した。

土師器

1011体I'fl\外I(IÎに下IJ ，vi:不能の"'~，rfのある内面黒色処理の台付杯であ

る。切り縦しはイ';1列。

須恵器

8は100)転へラ 切りのf吋ナ杯、 9は内面に r蹄」のI良市のある益口

縁部絞Jl-である。

赤褐色土器

1-6は)00)転糸切り、同期懲がなL、。 l、2、5、6は底却をJ手

く切り厳 し、一見、台付杯に煩似する形態である。 7はl斗転糸切り

の台付事事で、ず~I，'，j辺にナ デヵ"認められる。 IIは体総外面に判説不能

-11ー
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$1 :お9住居跡出土遺物第12図

の担~lfが認められる。

灰紬陶器

12は口縁部舷片で、胎土は灰色、紬は明るい淡緑色である。

品製土

13、14はl立径約2mmの孔を穿った小型土鍾である。

品製鉄

15、16は鉄皇族で、先端部、茎部を欠損 している。 17は頭部が方形の鉄釘である。

51371住居跡 (第15図、図版 7) 

東丙8mX市北8mの方形を呈する。 SI370、372住居跡と重復し、新|臼関係は前者ーより新しく、

カマド後1'iーより古L、。カマ ドは東辺、やや北よりに付設されてしる。住居の規侠に比し、小さく、

慢の焼師、州市iの粕土 も緩めて武弱である。住居南西部で炭化材、送状の縞物の炭化物が厚く推m

しており 、火災を うけた可能性も考えられる。ただ壁面にその痕跡を観察することはできなかった。

床面に多くのピットを検出、精資 したが、 SA394A、Bピット群に属するものと考えられ、住屑に伴

う村:穴、J，'iji将は抱軽量されなかった。住居の方位は西辺でほぼ真北をとる。

(第16・37園、図版27・35)

内

3

51371住居跡出土遺物

6 'ttKl師、{也l;tjlll七出土である。5、4、



Ic:: 10:; 

S 1 367 

S 1370 

。。。
0 
0 

-A 

-・・。 SI371 

ー‘
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の
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E司
a
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A- -A  

第13図 SI370住居跡

須恵器

4 は外l耐が平行タタキ仮痕、内面が平行と同心円のアテ板痕のある費ル~ffil絞 J;'である。方形に四

鴻却を~I而取りし、内rmを伎として使用しており、墨の付着、{吏mに よる肝減が認められる。

赤褐色土器

1-3(，t.l'ずJl~ I"I転糸切 りで、 I'i調理民がな t 、。 3 は底部を厚〈切り厳し、fî'(.t ff、にUl似する形

懲であゐ。

- 14ー
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土 製品

5はIr'l:径 2mmのイしを穿った小型上錘である。

石 製品

6 は大~のli民イ 1 で、 41(JÎに沈線状の使用品ミヵ:認められる。

鉄製品

7は頭ffllが方形の鉄釘、 81主刀子の刃淘H皮円である。

瓦 {第37図)

4は埋十.出七ののし瓦で、凹断にF向上のつぎ円、私土板痕跡が認められる。 7は南東土以内出 t

で凸l伺に部分的にイfin 1.良があるものの、凹面には認められず、際1tと考え られる仮状の浜跡がある。

5 I 372住居跡 (第17図、図版 7)

東西約 7m、南北は不明である。 S1371と屯絞 し、同H::J.(fより新しL、。床I飼には焼土、炭化物が

.I111Hlし、:焼酎が認められる。文、 S1371fHT}同線、 SA394A、Bピット 群に出する ピットが認められ

るものの、住民に{学 う村:穴、mH湾は確認されなかった。カマド位置も不明である。住肘の方i{立は北

辺でほぼJ.'i東をとる。

5 I 372出土遺物 (第18図、図版27)

3、4が床面から、他はJIl!-1:から出土した。

須恵器

lはl'可転糸切 り、 l呼調絡のなレ杯で、底部外商に宇1]，洗不能の退.Hが認められる。

赤褐色土器

2はInl転糸切り、 l与謝般のなレ杯底綿破片で、外価に下IJ，坑不能の控室3が認められる。

鉄製品:3、 4(;t刀子の仮Jl-、 5は菱沼iに木質の銃おした鉄織である。

5 I 373住居跡 (第四国、図版 8)

S 1371 {I:問跡ばli百下肘で検出、 S8384搬立十1:建物跡とiJI:復し、同建物跡より古L、。南北約5.4m、

*"tjは不明の方形を呈する。カマドは、束、成いは、 I有辺に付設されたものと考えられ、発掘lベ東

- 15ー
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脅さ付近で、焼上、粘 l二が認められる。住居方位は、西辺が北で東に10・娠れる。 遣存状態は緩めて不

良で、わずかに略立ち上りが硲認される。

5 I 374住居跡 (第20図、図版8)

S 1 375 il:J.t;跡と電波 し、同住届・跡 より省L、。住居東南コーナ一部は上憎から煽 り込まれたSI372

- 16-



{ I:"'i跡によって峻されているが、北東=

ーナ一部が、S1375 0:1，';跡床面にわずか

に銭作していた。*両約4.2mX市北約4

mの)j形を叫する。悦穴、周溝は認めら

れないが、カリトは点辺にH没されたも

のと 与えられ、 SI3751ぷl而下府に焼土、

粕 lての恥杭が舵認された。(1:附方伎は商

)llが、」ヒで8・同に綴れる。

51374出土遺物 <m21園、肉版28)

すべてJillJ:からの1111:である。

須恵器

lは|川l転へラ 切り、 Ilf淵燃のない杯で

ある。

鉄製品

2はJ)fの本からlベ却にかけての破片、

3は先端、本ffllの欠制した鉄簸である。

2
H

山

第16図 SI371住居跡出土iI物

に IOC:-'1

I :i 

OJ 

後k 。o
A 

‘;c.、
A 

第17図 SI372住居跡
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51 375住居跡 (第20図、図版8)

SI374、382f引け跡とifi?Jlし、foLj住居跡より新しし、。東西約3.5m

×市北約3.5mの方形を'.1する。カマド位置は不明で、柱穴、周溝

は検出されなかった。 fl:}，ι;の方{をは、西辺が北で酋に約6・綴れる。

51 375出土遺物 (第22図、図版28)

~恐獄、 1"1転ヘラ 切り、川調整のない杯である。底部外面に「締J

と 考えられるJ..，~，' ~が認め られる。

51376住居跡 (郷23肉、図版8)

S 1 379fE}，';'跡とif(ijlし、 IrlH主'.J;.より新し

し、。方形を日すが、胤隙はイミIYJである。 れ

穴、J羽織は必められず、カマド{宅配も不明

である。 {主J，'r}j(iJ.は、 同)llが~tで点・に約10・

J疲れる。

51376出土遺物 (第24凶、国版28)

須 恵器

2111"1転へラ切り、 ，'i調教のない綜l底部
鍛Jl'であゐ。外IIIlI'::'.判Joi!I:不能の:n，'}が認め
られる。

赤褐色土器

1は向転糸切り、，fiiJ1，'.l'燃のない停である。

石製品

3は11'0表約3mmのイLな穿ったほイiである。

鉄製品

4はネ;の端絡をわずかに欠制した鉄鍬で、

身の先端は師、Fである。

第18図

~〆

L_~ 
@ 
掴・・・E2 ( 1・422)

@:7 ;彊 ;f1・424)

ι斗斗:. a::JJC:!I二:ccn

-居…コ

51377住居跡 (郷25凶、凶版9)

f主川北東I.mは上附から錨!り込まれたSI370

{主糾跡によ って鳩されている。*凶約3m

×市北約3.4mの)j形を'止する。 宇l.穴、間滞

雲r一一ー宍~ーでーーで一一一一----:=..:::;;.-ーJ
警重喜重義筆頭醤語圏国語言

ト i-jl
第19函 SI 373住居跡

1 1認められず、 カマド{立rft も不明である。 住居方位は酋辺が~tで*に約 13・綴れる 。

51377出土漬物 第26図、図版28)

須恵 器

1 11(01転ヘラ 切り、 1呼必殺のない杯、 2'1回転ヘラ切りの台付杯、で、底郊外l偏に判Lue不能のf品川

- 18ー
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第泊図 SI 374、375住居跡 仁一 i一一 27i

注者ヨ
SI 374住居跡出土遺物 日

が認められる。

品製鉄
第21図

4は3主主族の絞Jl.、3、5は小Jrで用途不明である。

lrm牛2qf
(第23図、図版 9)51378住居跡

(主J，'i丙 i'ffl分はSI370住肘跡床面下町"iにて検出した。 l有辺は、わす'かに

ばl飼の痕跡ヵ"認められる程l主である。東西約4.3mX市北約3mの方形を

詰する。怜穴、 Mi部は認められず、カマ トi'立位も不明である。住居方位 〆
は」ヒ辺が点で約10・1句に仮れる。

S釘137乃5住居跡出土遁物 ¥ Jツ4叫ω2却8
C:¥I 

(第27凶、凶版28)51378出土遺物
第22図

器恵須

1"1転へラ切り、 rri調終のない柄、である。 IJ}加熱を うけた ものと考えら

- 19ー
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第23図

れ、必制色を廷する。 1(1-429) 

跡 q。凪(m23凶、図版 8)

S 1 37611:1，1:}跡床面下回 一 3 ( 1 -431) 

で検問、京両約 3mXI釘
2 ( 1・430)

~t約2.6m の方形を皇す。 zen  EE 
4 ( 1・432)

Jflt 1:には多f立の3l.制色給 。
5 10CM  

tが必められ、立滋的に I ! 1 rrl A 

JfHめたものと与えられた。 第24図 SI 376住居跡出土遺物

o 2，:¥1 

ト ー- t.一一→

SI 379出土遺物 <tIl28凶、出版28)

すべてば而出土である。

須恵器

U
H
U
v
、、

，
A

一

付火、 I.'.i1将は認められず、カマドもHi没されていない

が、ばuli中央に、 l釘径約 1mの円形に焼 k、炭化物が

必められた。住IS方位(:1.、北辺が~ミで約15・ f如こ娠れ

，
A

一
る。

lは版部から、ほぼ垂直に立ち上る綜で、向転糸切り 、同調教はなL‘。 2、 3':1.l、ずれもluJ転へラ

切り、同調般のない杯である。

-20-



器師土

4は「く J 字状にロ縁部の外反する小型建で、内外商にロクロ痕跡が認められ、腹部には停止糸

切り の痕跡が銭る。

(第29図、凶版 9)51380住居跡

SI373住陪跡床面下層にて検出、東部分は発鋸区外にある。)]形を呈し、南北約2.6m、外{阿はイ立

ゆ1 である 。 怜穴、}~溝は認められず、カマド位低も不明である。 床而には、

1 (1-433)直径約1.2mの範囲に、円形に炭化物、焼土の地続が認められた。住居方位

\ ~ 今2(1-434 (第29図、図版 9)

S1380住府跡と蹟復 し、同住肘より新しL、。住居酋南部分のみで検出の、

は、両辺が、北で東に約ア振れる。

51381 住居跡

S 1 375 O;}，lI跡とm復 し、同{主肘跡より，J円、。 方形を塁 し、南北約6m、曾B5開
(1・43511ト436) 来丙は-1'ψ1である。柱穴、周溝は認められず、カマ ド位置も不明である。

o c; 10C:¥[ i r 1 T寸ト i t出方位は点辺で、ほぼ制ヒを とる。
第26図 S1377住居跡出土遺物

全体は不明である。床面に焼士、鋭化物の殿町tが認められた。

(第30図、悶版10)51382住居跡

焼上

SI381 

焼土

1・438)
o 5 10C:¥1 
|ITT-r-t-一一一1
;g27図 SI 378住居跡出土遺物

¥ てー主j

一星
、An4
1
1
1
 

SI刻、381住居跡第29図

第羽田

SI 379住居跡出土遺物
10C :¥1 
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第l)図 SI:沼2住居跡

5( 383住居跡 (初31閥、図版10)

点同約5.6mX市北約4 . 6mの方形を~する 。 村i穴 、 周溝~'i必められず、カマド{立1尚もイ" Y] である 。

H:J"Uj{立は、 ~t.illが、w:で It4に約14・振れる。

51383出土遺物 <!:n32関、図版28、29)

3、 4、 6、9、10、12は開上、 他は床面からの出上である。

土師器

11は休部内外.(.iにロタロ痕が認められ、回転糸切りの小型主催である。 11紘nUは「く」宇状に外反

し、日将，111で íf~.，'(に立ち上る。 12も愛で、日縁結が強く「く J の宇状に外反する。 休部内外而には

カキ11が施されている。

赤褐色土器

1 -10はすべて(II(転糸切りで、向調書聖のない杯である。

土製品

13は.，'(f笠約 5mmのイしを採ったt鎌である。
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第31図 SI :沼3住居跡
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452) 4 (1・446)

， 
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ミ三/13 ・ ¥4 (¥-455) 
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第32図 SIお3住居跡出土遺物
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石 製 品

14は上端i部にI，T径約 4血聞のぜしを穿った痕跡の認められる砥石で、 4面に使用痕が残る。
鉄 製 品

15は切先と主主端部が欠担した刀子で、両区の形態をとり、柄に使用した木賞が銃刀している。

SD366A、B溝状遺構 (第4図、図版10)

第 6府を除去した段階でSo 366A締が明確となったが、平面的には鮮明でなく 、断面観察のトレ

ンチを設立Eし、追求した。結果、阿部に屯復し、古いS0366Bの存住が確認された。 しカ、し、

S0366Bl，Yiの平l苅形が明確に抱蝿されたのは第 7府を除去した段階である。両潜とも S1367住居
跡 とifi複 し、1.i]ft:}，1{より占t，。部方ri'jは、東西に走り、第13次調査検出の築地を切る桝状遺構の方

向に一致し、昭七も頬似するが、ぬ!り方状態が異なり 、第13次調査検出部状in併が1111.5mのUヰ:状

を出:するのに対し、本調査検出のritiftYiは巾が明維なS0366Aで 2-3m、S0366Bでも 2m以上と考

と考えられ、立ち上りの傾斜もゆるいものである。

S0366Ai，Yiは調流地同端で巾 2m、SK387土I広付近で巾304m、深さは西側断l耐観察 トレンチで、

縫，ti((首lから約印師、傾斜のゆるレ立ち上りである。桝):fp'土は粘土の混る赤鰯色砂質土で、絡の方向は、

中心ffliをとると、 *で約10・1旬に振れる。

S0366B碍はS0366Aと{_(絞し、 1司惜より古L、。 rhは同時に切られ不明であるが、部分的に 2m以

上を測る。 iJ#さは前述トレンチで約80cmで、 i，Yi方向は、基底部の成るSI367住居休;1函 F府の織の中心
を延長し、-*で約14・lね.に仮れ、 S0366Ai待とわずかに、そのノJri.jの違いがうかがえる。w士:a.S0366A

I!Yi.l:tll Lより、 さらに砂の割合が多い。

て て孟方(1-462) 
乙3竺ち

\~::::7 
¥_L7 

¥よ/S(ト463)

7:;;宍イ
I .;h， 1 • 

1、2、4、9、SOお6A、3: S0366B 
5、10:S K387 6、17:SK沼811: SK3叩 7:SK391， 15、16SK392 
8、12、14、18:SA394A， 13: SA394 B出土
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50366A 埋土出土遺物 (第33図、図版泊)

土師器

1は内面!.r:¥色処PIi、 1"1転糸切りの台H杯である。台部は磨滋 し、痕跡のみ主主っている。内耐のミ

カキは体調iが備、見込みf耳Ih~般射状である。

須恵器

2は鰍めて小砲の誌である。鋭は欠損 して不明、天井部にはいl転へラアズリが施されている。 9

は、波状の櫛11のi認められる人・裂の口縁部破片である。

赤褐色土器

4 Iよ1"1転糸切 り、 l'陥，¥l*慢のない停である。

503668 埋土出土遺物 (第33図、図版29)

須恵器

31~1"1転ヘラ切り 、 1 ' .み:li終のない停である。

土拡及びピッ ト群 (鉱 工 4図、図版 2、 3、1ω

SK385A、B-SK387、389I:J広は第 6用面で、SK388、390、391、39M主roH'1I(liで、 SK392、
393上Jll;，よS1372( I: J，';休前i ド附で検出した。第 l のグループのI::JJL;f~tfr しい制り込みと与えられ、出

.btl物と却分的な.. 見IYIのみで行略する。

5K387 土地 m33図、図版29)

u'!1三約3.4mの-1'然円形で、槻り )jはすりばち状を呈し、深さ0.6-1 mである。 S1372 C.I:J，'}跡、

S D366A 、 Bt，Y~ 1，ヒIjJ ゐ 。

5K387連土出土遺物 {第33凶、図版29)

須恵器

10は波状にわt似合総した人:記の"t，#il破片である。

赤褐色土器

51よいl転糸切り、 I't以H終のと正レ杯である。

5K388土壇

J":; i壬1.4m、刻印O.8mQ、情1'11診で、深さO.4m、すりばち状の側りみである。

5K388埋土出土遺物 <ts33凶、図版29)

赤褐色土器

61~1"1転糸切り、 I'i訓恨のない杯である。

鉄製品

17は鉄悠である。

5K389土 地 (凶版10)

2m X 2mの)jJ杉唱'"' ，~し、 l底面に、さらに、直径ぬmの円形の掘り }jをイIす。ほI(Ü までの深さ 2 .2m 、

F
「
J

内

J
4



15 
(1・490)
~ 16 

(1・491)

~ 17 
(1・492)
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¥J -'cl込3)
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円形の銑~り )Jは0 .6m 位制り込まれ、落事室粘土層上面まで至っている。

SK390土地

凶径1.6mの不戦円形念日し、深さ30anである。埋土内には焼土、炭化物が混入 している。

SK390埋土出土遺物 (第33図、図版泊}

土製品

11はI，'dを3幽のイしを祭った小型七錘である。
SK391土地

j主任 1.6m 、短f業 1.2m の附円形唱C~ し、深さ 45anである。

SK391埋土出土遺物 <m33岡、図版29)

赤褐色土器

7は1"1転糸切り、 1'.，刈幣のない杯である。

SK392土拡

長径 2 m 、 ~íを l. :.im の附円形を官し、深さ0 .6m である。

SK392埋土出土遺物 (第33閥、図版却)

鉄製品

目、 16は欠制した鉄織である。

SK393土拡

1旬、存分は~~l以外にあり、ぷ調査であるが長径は1.6m の防円形を.:.1する。

SA394Aピッ ト群 (第3問、図版 2、 3)

第 7府IflIにて検出、均!とは瓜色砂質土、鋸 り方はi立径20-70仰と大きさに均・性がなL、。性の痕

跡の認められゐ例もあるが、 ill物として把屈することができなかった。

SA394Aピッ ト群揖り方埋土出土 (第33図、図版29)

赤褐色土器

8は1"1転糸切り、 1'.，刈般のない杯l底部破片で、外面に半'1，読不能の地.'ftJt認められる。
土製品

12は七錘の似n.で、イしを知っている。

鉄製品

14は鉄餓、18は瓜J1.;の -ffllと与えられる。

SA394Bピッ ト群 (第4凶、図版 3)

m7附を除去した段階で慌認された。埋土が粘土混りの亦鈎色砂、必いは潟色砂であり、直径初
an-40anの円形の似り )jである。柱の痕跡の認められる例が多く、 iJ!物として、 S8認4iJ!物跡が抱

崩された。

- 27ー



SA394Bピッ ト群掘り方埋土出土遺物 (第33図、函版却)

鉄製品

13は1，1.1区形態の刀子である。

3)各層出土遺物

褒土~第 5眉出土土器 (郷34、35凶、図版30、32、お)

須恵器

1 ~11"1転へラ切り、再調理院のない杯である。

赤褐色土器

2-9はInl転糸切り、 2のみ体f:il下端に凶転へラケズりを鈍しているが、他は再調整がない。

その他の土器

63-65f1近位以降の素焼き七2告である。内外面にロクロ痕が顕'fiで、底部、及び、体ffilド学に1UJ

転へラケズリを施している。

第6層出土土器 (郷34、35凶、闘版30、31、32)

土師器

10-13は内面J込色処J!I!.のあるfi付杯で、 10-12は回転糸切り、 13はナデのため不明である。 12、

13は外l伺11紙泌ま でミガキを行っている。 62は「く」字状に外反すゐn紘の小型裂で、 1"1転糸切り

後、体却下端に手持ちへラケズリを行ってレる。

須 恵器

14はl引転糸切り、再調教のない料、 591広大雪涯のロ縁郎、 ωはすり鉢の休部磁片、 61は蛍、顕ffll4度

nである。

赤褐色土器

15-4711すべて、回転糸切 り、 11):調絡がない。 15-35は級めて小型のものである。 15-27はほ泌

を厚く切り離し、一見、台付の形態に矧似する。体部は強く外反し、 IUL形を塁する。 16-19、21-

24、27、29、34はS1369住民点にて一括出土した。 31をはじめ、ほとんどの土26・に巻き上げ {給制み，

み)瓜が認められる。

第7層出土土器 <m34図、図版32)

須 恵器

48、 52、 53は向転へラ切り、回以，l ~慢のない杯である。

赤褐色土器

49-51、54-58は回転糸切りで、体泌下端に回転へラケズリのある54を除き、他はすべて、同部1

4院がなL、。

-28ー



その他の出土遺物 {郷36園、図版33、34)

表土~第5届出土

土製品

66、75、82はイiイLの上錘で、 66には自然軸が認められ、硬貨である。
石製 品

94、 95、 97、 101 、 103{i.砥石で、 94はtt線状の使用痕が認められる。 101、 103~i.小型の砥石であ

62 ( 1・537)

63( 1・538)

61 ( 1・536)

65 ( 1 -540) 

0510('  :'-1 

第35図各層位出土遺物

64 ( 1・539)
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る。 92は石硯で、部分的に区画線と型車の千t，uが認められ、端部は研磨している。

鉄製品

113は刀子の刃部破片である。

第 6層出土

土製品

67、69、70.、 72-74、76、77、80、81、84-88はすべて布干しの土緩である。84-88は全長 5an製

で小型である。 89は用途不明の円形土製品で、全体にきめ細かいへラミガキがbf2されている。 90は

土日常腹部を転用した紡錘事で、回転糸切り痕が認められる。91はニ面観の破片で、図面上端には繊

{立の予行タタキ自が認められる。

石製品

93は上部、ほぼ中央に径4聞の孔・4ピ穿った長方形の石板で、端ffil4U面はすべて、研磨している。

96、98-1∞は砥石で、 98は使用痕が 5粂の凹線となっている。

敏製品

104.主柄に症をさしこみ、釘止めした鉄鎌で、柄の木質が鱗清してL必。 105は鑓鈎と考えられ、

身にソリがつき、先端部にめ!って、しだいに、 身が縛くなる。 106は大型の鉄銭、 lu8-11Uは鉄釘、

111、112は刀子の破片である。

第7膚出土

土製品

68、71、78、79、83は有孔の上錘である。

石製品

10.2は小型自のほ石で、上端淘:が欠航している。

鉄製品

lO7は先制i協が偏平な鉄鎌である。

瓦 (郷37凶、図版34、35)

2は炎上肘出土の絡子自瓦で、 1"11街に糸切り痕が認められる。 3 は~6府出土の無段の)Ui，で、

凹耐に鮎上紐巻上げ痕が認められる。凸耐の縄目はすり消されている。 5は第4層出土の予瓦で。

，，!;j而に糸切 り痕が、凹面にはf/il:仮の痕跡が認められる。 6は郷 7k1出土の平瓦で、 凹面の布U痕

は指でナデ消している。 8は第 7府出土の両面に糸切り痕の認められる乎瓦である。

墨書土器 (第38図、図版36、3η

併前から/J:l上したよ忌ill1: '.f.-iはl< LVのように34点、他に前述したil:f.i，\跡、 土I広等から 13点、計471.~

である。 f!:~鮪別にみると、~忠総20.点、赤鰯色土2告お点、 土師 ?，:-i4 ).'1.である。 切り離し別では、糸

切り 19)点、ヘラ切り 14.点、不IJfJ14./.¥となる。昼m部位としては、底:111外面が設も多く30点、休部外，fl

而が15点、 体節内面、益の銀総分、各 l点である。
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表 W 盤。?土 2苦

番号 日2・ 組 切り厳し 型車世間i位 出 土 層 備 ヨ診， 
各層出土

1 (1・597) ~i忠総台何: ヘラ 切り tまffll外価 4 前 「主』か?

2 (1・598) #>>.1色土然続: 糸切り " 5 不明

3 (1-599) 家i恐官官 F干 ヘ ラ切 リ 勿 4 " . 
4 (ト成治) 亦紛色土日~杯 糸切 り 体 J郊外而l 僧位司、明 rφJ ，~，己号 ?

5 (1-ω1) " " 5 不明

6 (1-ω2) 須恵2苦 杯 。 前 f立不明 " 
7 (ト紙)3) 亦泌色土~~杯 糸切り 阪 ffll外 l煽 5 「腕』か?

8 (1-ω4) " 体調i外価 Jo;1{立不明 ，，~Il月

9 (トぽ)5) 士郎総 II " 4 " 
10 (ト氏)6) るか潟色土25・杯 阪市l外而 5 " 
11 (1・ω7) 土師~ 台事F糸切り 体調l外Ifo 6 官量 1， 
12 (1・ぼ)8) " " 

1， 1， 
13 (1-609) 須J.!:!r.~ fi杯 糸切り ほf百l外的l 1， 1， 
14 (1-610) 赤鰯色土お~~不 " ，旨 1， 「鷹』

15 (1-611) 須恵~ 杯 。 " 
1， 「吉J

16 (1・612) 赤鰯色土日告杯 1， '1 1， 「恒』か?

17 (1-613) 1， 体調l外 l雨 11 "，昭11
18 (1-614) 。 台{ナ 糸切り 政調l外而 1， 「政」

19 (1-615) 11 杯 " 勿 1， 「政」

20 (1-616> 々 体 ffll外 l函 1， "，明

21 (1-617) 須!.!!~~ 台杯 ヘ ラ切 り 底部外面 7 }方 '1 

22 (1-618) 々 杯 勿 " 
1， 「泌」かつ

23(1・619) 1， 。
" 

1， r??; J !或L、11r'官」か?

24 (1・620) 勿 台杯 " " 
1， 「水」

25 (1・621) 1， "、- " 11 4ミ1))1

26 (ト622) 。 a 勿 体 ffll外 lfo '1 「イj上OT')転へラケズリ調態
幻(1-623) 。 杯 " 低調l外直面 'ー

rLfJJ 

28 (1-624) " " " 11 rfJl J 

29 (1-625) 。 。 " 1， 「子OJか ?

30(1・626) 11 " " 11 pι」か?
31 (1-627) Jî~悩色土2:1・係 糸切 り 体 ffll外 I飼 1， 不明 . 
32 (1-628) " " IJ!: ffll外面

。 「亦I干OJ
33(ト629) 1， " " 

。 イ，llJj

34 (1-630) 1， 。 '1 " 
1， 

住居跡、 土1広等!封土

35 (1-631) !!V，m色土~5拘: 糸切り 底調i外面
SA394A r関』か?
ピット狸土

(1-388) 11 '1 " 体総外 I栃 S[369煙土 rEDJ ，!eし句?
(1・391) 1， lf. 鉛 " 不明

(1・392) 。 何: 体 ffil外面 '1 11 

(1-404) 須:llir.~ li 体部内面 S[370 rFJ4Jか ?

(1-405) 土師r~ 台何: 体部外 I煽 。雄土 不明

(1-406) みm色土:e5何: 糸切り 4切 勿 11 

(1-421) 須恵r，~ 何: " 底部l外繭 S[372埋土
1， 

(1-422) 赤鰯色土~何: 1， 1， 1， 

(1-428) 須恵総 何: ヘラ 切り 1， SI375埋土 「補』か?

(ト430) 4切 " 11 S[376床蘭 不明

(1・434) " 台事事 11 1， SI377埋土 1， 

(1-465) 亦栂色上2苦綜 糸切り " 
SA394A 11 
ピット湿土
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第39図第24次調査出土縄文式土器
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第40図 第24次調査出土縄文式土器
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ょ~ JJ内容としては第 17次湖貨のような、特徴的なものが認められず、数最も圧倒的に少ないが、

r~JJ Jが 3点、 「政」が 2点、記号と考えられる盤3が 2点、出土している。又、 14の r~J、 32の

「亦祁OJなど興味深い地占である。

附位的には、1Jn層、及び、下嗣( EJÓï跡に至って、回転へラ切りの須恵お杯、台イ.t停の将~.!J例が

多くなり、地.Il ffl~位のほとんどが、底郊外面となる傾向がうかがえる。

縄文式土器及び石器

縄文式土器 (第39、40図、図版38、3め

iは数条の太いへラ姉きによる沈線r:nの凸絡に、大きな三角形の述統刺突文を航rt.こ配 している。
貨制色を虫し、球面は研磨されている。2はLRの細かし、斜縄文の地文に数条の太いへラ摘き沈線を

-)6-



施し、上端破損部はくびれており、地文が磨 り消されている。黒色を呈する。 3は鋸歯状に平行沈

級文を施 し、口縁から文様帯までは総面を研磨している。黒掲色を塁する。 4は口縁部に無文干停を

もっ、 RLの斜縄文のもの、 51主口縁部に謄り消しを絡した、 RLの斜縄文のもので、磨り消し部は

太い沈線で区画されている。 6は底部立ち上り付近に磨り消しが施され、やはり太い沈線で区画され

る。地文はRしの斜縄文である。 6は三叉状沈線文が口縁に配され、顕部に数条の細レヘラ描き沈線

がまわる。骨骨面は全体に研磨してし、る。 7ft..逆「の」の字状に地文 (細かし、RL斜縄文)を残し、磨

り消しを行っている。 褐色を呈する。

9、10、1HH、ずれも水平日縁で全体に単節斜縄文を施し、底部立ち上り、口容部に研磨の認めら

れる深鉢型土様である。 10fi.LRの縄文原体を償位と縦位に回転させ、羽状純文としてし、る。底部に

はi立径3cmの円形に孔が穿ってある。孔は周辺に研磨が認められず、焼成後のものと判断された。

9、11はRLの縄文原体を斜、横位攻主体に回転させているが、部分的に縦位の回転も認められる。

L、ずれも策潟色を曇する。

3、 4、 9、10、11は地山飛砂陪から、他は第 4-7層に混入したものである。特に10は飛砂層

に自立した状態で出土した。出土土昔告は縄文後期初頭から中葉にかけての時期に位置づけられるが、

晩期初頭のものも認められる。

石器 (第41図、図版38)

l、 2、 3Ii. ~、ずれも縦型の石匙で、 1 、 3 には自然商が残る 。 4 、 5 、れまし、わゆる蛤刃型の

熔製石斧で、刃fflSには使用による小さな献打痕が認められる。 6はSI370思土、他は飛砂層から出土

した。

皿第25次発掘調査

1 )調 査経過

第25次調査は、 寺内~鵜ノ木を対象として 7 月 10日から 12月 11 日まで突節した。発銀面積は約

1 ，476rri (約446坪)である。

制倉地は秩間以の南東部にあたり、京外郭線から東方約100mt，こ位位する。南側は周囲よ り一段尚

く、北側に向 って傾斜 している。比日は約 1m程である。 一段高L、南側の地区については昭和訓年

-37年まで実施された岡蛍調査で縫定四天王寺、第二次講堂跡と される建物跡、ま た10軒前後の竪

穴住居跡が検出されている。さらに調査地に隣怨する束、北側の地械は第18次、第22次調査がすで

に実施され、多くのi立織を検出 している。

調授は同営調査が突鈍された地域、および第18次調査地戚を一部発掘し、さらに北側に調査地区

を延長して悠物跡とそれらに関連する遺構の性絡を追求することを主目的に実節した。その結果、

掘立性ill物跡、竪穴住居跡、井戸跡、竪穴状遺構、潟、 土1広、ピット 群等を検出 した。
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7 JJ 10、11日に信刈り作業、 12r1にはグリッド設定を行った。 No.3訊lJlik原点から調倉地広広杭ま

でトラーパースして、護国神社広場内にあるもk田波測地原点からの倒を視lJる。結果、 X=+343.9835

m、Y= -138 .0397m、H=41.435mである。

先般tlはúlßUJのグリッドからlI~ì次州へ':'J って行い、 3m グリソド合法ぷとし、 9m X18mの人・グリ

ット{t-Ili伎 として'災施 した。 7)j 1311から炎上剥ぎ作業主ピ開始する。凶営調査が突Bをされたl行側の

地jベは 7)j 27日までに友l:fØJ~を終 f してロ ーム面で梢貸する。ニの凶iで同営調子E時の鍋り )jが検

出される。 7月19日にはLMライングリ y ドを梢査したとニゐ新たに似ワ }jを検出する。この段階

て'iiiJlIIJのぬ!り}j、住居跡、締$は、 6l泌 しfごL、銀 りあげる。 ぬ{り }Jは怜痕跡部分を主主してまわりを

掘り あげている状態であった。

7)j2811 か らはLO ラ イ ン ~tallJ グリッドの炎上釧ぎに人る 。 Lしラ イ ンのベルト をとりはずす。 28

11から3011までしO-LQ-86-90グリッドを侃 り下げローム|耐で制代する。後世の上取穴とS1404、

504 11、‘さらに~tに広がる/容も込みをど検出する。

| 5BOlw 
|I I I I I I I I I I 

川ーコ
第42図第お次調査周辺地形図
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8月 1日から 4日まではしO-LQ-80-85グリッドの締り下げを行った。 1日には表土下の赤禍

色土上而m物包合同を追求し精査する。 2日-4l:lには順次西からローム面を検出して行くが、北

東部は傾斜しており、時綿色土面で精査する。 S0411の延長が検出される。また 4日からはLR-

LT-86-90グリッドの表土多IJぎを附始する。西側は暗潟色土、黒褐色土が准駁しゆるやかに傾斜し

ている。 7日-10日にはローム面を検出 し精査する。結果、精円形の落ち込み、方形の住居跡状の洛

ち込み、据りコりを検出する。これらは数時期の重俊が確認される。

10日から12日までLR-LT-80-85グリッドを据り下げる。東側第18次調査地はロ ーム両まで掘

り下げる。両側は、 JJ:縞色土1話で精査する。畑の緋作が入っているが、この商で黒色土を埋土にも

つ小ピットが多数検出 された。 8月12日-22からは、先に劇部で検出した、間営調査時の掘り方が

両に延びており、当初予定してレた発据医を 9m X18m延長して、その偲りブ7を倹出する。さらに

新たな掘り方が検出される。この段階でこれら据り方の全容が明確になり、その結泉、東西棟の 3

HH X 71:~1 でI'v4にi砲を有する掘立宇Hl!物跡と考えられ、 S8006とする。

231:1から281:lまではグリッドベルト を土Jcj断面図、写真Ht}影後に取りはずす。また新たに検出し

た織り方を若-f鋸り下げる。 24日にはLO-86-90グリッドで新たに 3個の綴りブ7が検出される。 S

8006の北耐と考えられた。 9月19日から北側地区の精殺を開始する。 LP-LT-86-90では先に検

出したSI404、S0411の北側の洛ち込みを掘りはじめ、 27日で完搬し、 SK417とする。 、ニの間21日

にはしT-87・88でSK420、25日にはSK418の断両国作成、写主l綴影を行い完倒する。 27日はSI405

竪穴状追備を検出し、 28日に完掘する。

28日から10月 2臼ま では南側LH-LN -80-93を、 翌 3日には北東部LO-LT-80-85を併精査

した。 10月4日には第 1厄11=1の巡跡全長写真を織る。 10月 6日から 9日には平而図作成のための他

り方を設定する。またS8006の線り方の断ち割りを開始する。 11日から16日までに 1I!l]目の平面図

を作成する。その|問、東側第18次調査で検出した掘り方列と新たに検出した掘り方が、 S8398とな

ることが判明し、 LL-LN一79にトレンチを入れ再度掘り方をあらわす。

10月16日からはLR-しT-85-87に確認していた滋ち込みの調査を開始する。方形を呈する'(J&ち

込みはSI400、401住!足跡、据り方列はS8397建物跡であり、切り合いからS8397が古く、 SI401が

段も新しレーとが判明した。また17日からは陥鰯色土商で精査していたLO-LR-81-83を掘り下

げてゆく。北側の狭い範囲で夜色粕土が認められ、この粘土を切って径約4.2mの円形の務ち込みを

検出する。十字にベルトを銭して抑りはじめたところ20日には井戸跡であることが判明SE406とす

る。非常に深いためベルトを 1本だけ践し掘り下げてゆき21日には井側の一部を確認する。 23日に

はLN.LO-82・83で滋ち込みを検出する。調査の結果SI402住居跡であることが判明した。 SE406

井戸跡は、円形の井側が縫認され、また井戸確認闘では上屋建物とJ思われる掘り方が検出された。

この段階で全対写真を船影する。 27日はS8396の断ち*11りを行う。

11月 1日にはSE406井戸跡で深さ約4m怨の簡で、厚さ10cmの円形井筒と、さらに外側にも弁側
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が検出された。L、ずれも杉材である。 2日は井筒内部を掘り下げてゆき、木製Jets、木町、須恵総杯等

が出上した。 木簡は歓聞威からは初めての出土であり 、 「天平六年月Jの木簡は、東北では段古の

ものであることが継認された。 11月 7臼には記者発表が行われた。 4自には底面をあらわし、底面に

は峰、瓦が敷かれていることが判明した。 i専念後で水洗したところ、 2)点、のJ$に愚両が織かれてい

た。 1点は「胞J もう 1aは r人物絵」である。弁戸はその後、断面図、 写真鍬員長後、井筒、弁側

をとりあげて111121臼完似 した。その問11月 4日にはLL-LN-83-85の制色上回を掘り下げて新

たに掘 りノ1、ピットを検出する。さらに北東方向に走る位列SA407を倹出 した。

11月10けから州度S8006il!物跡、2えびその地峡の梢査を行う。 S8∞6は銅り方断而図を作成する。
新たに検出 した~l りノ7では1往復が確泌されていたが、前回調査の銅 りノ7の性t廷に焼土を含むものと、

含まないものがあり、脱侠唱ピ締少 して同位置でII!轡えられたえ起物跡、 S8395が6'dJ，泌された。

11月23Uは.IJU也必明会宏ImHt!、護主加者約250名と縫況であった。

11月241-1にはし1-92・93でS1403、北側のS8396に切られたS8397を*側で倹HIする。

11jj 201:1から絞終段階の平面図作成を行っており 、27日までに終 fする。 27日から全域の精査を

行レ、 12月 4U-811に1t;it写真、i盤機写真を綴段差する。 8日からは段後に伐ったSI403の実測を

行う。

12月1111はテント、 総材を遜鍛し、すべての作業を終了する。

1 )検出遺構と出土遺物

第25次調ftで倹LUしたi立併は、掘立住建物跡、住居跡、井戸跡、堅穴状逃情、村:列、 潟、 土l広、

ピット 併である。

58006建物跡 (郷44凪、図版12)

S8006il!物跡は、*州煉 31::) (*~良市から2 .4 m +2.2m +2.4m ) X 71::) (，何Utl阿から3.2m+2.7 

m +3.0m +3.2m +2.8m +3.1m +2.8m)で、I有、北両面に賄を布する銅泣:宇Hll物跡である。 桁行

}J位はI!!iでlyJに約 3m:・仮れている。 Jヒ桁行来端掘 り方と、丙繁行北から 3lftllの』踊!り万な紡んだl有

側はl将位Ii/.¥Iffで性瓜跡を)lく残して発熔されている。今岡新たに検出 した似 り}Jダ1)の北側は削平さ

れて一段低くなっており 、北附の来から 2、 4、 6、 7番目の樋りノ7は倹出できなかった。 倒 りJj

平面形は、約1.4m-l.8mの隅九万形を皇し、深さは約1.2m -1.8mをt則り、 i盤台形を尽する。砲り

込ムI伺は~t側ではローム 111上の尚色土である。底土は褐色土、赤総色粘土、~肉色紡上ヵ:互肘を

なし非常に問L、。純瓜跡が明臓に認められ、径約30-40聞を測る。!H色上でボソボソしている {図

版 18)。本iI!物跡はS8395i1!物跡と母昼の部分でm復 しており、特に新たに検出した掘り}jでは明
硲に切り合いが抱出された。またIIIJ問の掘り方に残っていた持:痕には焼七が混じった比較的淡レも

のと、出じらない深いものが織認され焼土を含む柱痕がS8395i1!物跡であり、 S8∞6より新しいこ

-40-



とが判明した。

58395建物跡 (第44図、図版12)

S8395建物跡は東西棟3間 {西梁陶から (2.5m+2.2m +2.3m) X 7間 Ut桁西から3.1m+2.8 

①むi

① 

Q 
『司圃d‘
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第44図 S8α路、 S8395建物跡
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m +2.9m +3.0m +2.9m +2.8m +3.2m)で東から、 5番目に間仕切 りが認められる。 SB∞6とは
閣をのぞき、ほぼ同位置で悠傍えられており、同僚に圃営調査で発婦されている。新たに検出した

1ロ

1::0、

伍〉

， a・・ーーーー， I 

，
、円
借

一一一→
第45図 SBお6・397濯物跡
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第46図 S8お8建物跡

銅り }jでは虚仮が6在認され、本主主物跡がS8∞6を切っており、綴り方も淡L、。性痕には焼土、炭化
物を含んでいる。さらに前向調査の純痕跡を精査したところ、闘をのぞき、焼土、炭化物が含まれ、

これらのものは浅いことが佐t泌された。下部には焼土、炭化物の含まない純瓜が硲認できた(図版

18)。桁行方位は丙でi釘に3皮30分担反れてレる。鋸り方平副形は約1.1-1.3mの隅九万形役呈し、 S8

006より計寸ユ小さし、。 深さは約60-70cmと浅L、。位痕跡は径約40cmを測り、 fle上、炭化物を含む。埋

七は潟色ヒ、 jli白色粘土が7i陪をなしている。

58396建物跡 (第45凶、図版13.14) 

S8396il!物跡11調査地北端で検出した東西3間 (2.0m+2.05m +2.lm) X市北3問 (2.0m+2.0 

m +2.2m)の総怜の抱立性iJ!物跡である。 北側の一部娼 り方は発鍛I天外であり検出できなかった。

東阿の}j位は何でIt.Jに約3m:綴れている。織り方平面形は約1.1m-1.3mのほぼ方形を呈する。深

さは約的mを測り、 lほi習lからの立ちあがりはほとんど蚤l庄である。埋七は縞色士、 民白色粕土が互

府をなしている (凶版19)。茶筒色土でボソポソした位痕跡が明瞭に認められ、径約20-おαnを測

る。4i:iJ!物跡I:t.SI400、401、SK419よりも古く、 S8397よりも新しいニとが切り合い関係から確認

された。
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58397建物跡 (第44図、図版14)

SB397~物跡は調査地北端、 SB396の東側で検出した。

北側は発姻院外のため未調査である。南北棟2間x3 t:n 

以上の銅立性組物跡である。銅り方の大部分には絞きと

り穴がみられる。住間間隔は往復跡の残っている綴り方

から心心をとると梁行で1.65m+1.65m X桁行で1.65m

+1.65m +1.65m +……である。桁行方位は北で酋に約

5度30分仮れてL、る。据り}j平面形は叩伺-1.1mの隅λ

方形を呈する。深さは断割りを行った綴り方で約叩anを

1> c> 

o 2M 
1>、俗、 卜 1 寸

第47図 SB刃91童物跡

測る。柱痕は継認できたもので径約30cmを測り、補色土でボソボソしている。本建物跡はS1401、S

B396よりも古いものである。

58398建物跡 (第46図、図版14)

SB398if!物跡は調:fE.t也東端で検出した2問X2聞の掘立住建物跡である。東側4伺の似り方は昭

和51年度第18lX調査で検出されている。性問寸法は今回検出した掘り方で住痕跡がjft存しているも

のから心心をとると東西2.0m+2.4m X 綱北 2.5m+2.5mである。市北方位は北で酋に約3度顕

れている。 掘 り方平面形は約60-8加 nの隅九長方形を岳し、その長軸万向は一定しなし、。深さは約

5伽nを狽1]り、 l伝郎からゆるく問的しながら立ちあがる。ローム上の制色上から綴 り込まれている。

. ..， 

丈こ住痕跡は遺作してレるもので径約30-お仰を測る。

58399建物跡 (第47園、図版15)

SB399if!物跡は東西 1r::)(2.6m) X南北1n[J(2.55m)の倒立住建物跡で

，> 
〉

第48図 SI∞4.∞5住居跡
2 

ー

、、・l
 

aq
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第50図 SI 4∞.401住居跡

M
川。，u

ある。南北方位は北で商に約3度30分綴れている。綴り方平面形は約50-65cmの隅丸長方形を塁し、

長軸方向は一定しなL、。深さは約40-50cmであり、ローム上の褐色土から掘り込まれている。峻土

は褐色土、資総色粘土である。柱痕跡が明瞭に認められ、径約25cm-30聞を柳川、黒色土に焼土、炭

が混じったボソボソした土である。

51004住居跡 <m48図、図版12)

昭和36年度の国営調査で検出されている住居跡である。東西約9m、南北約6mの長方形を曇し、

床面は固く良好である。援高は約50cmをIJ!IJり、鐙直下には巾約30cm、深さ約15cmの周溝がまわって

いる。柱穴は検出されていなし、。本住居跡の北側壁付近に焼土が検出され、カマドの痕跡と考えら

れるが、袖部、焚口、煙道部のいずれも検出されておらず、カマドと把握量するには歪らなかった。

後述するSI404住居跡と本住居跡はともに同燥の規模をもち、同方位に位位する (真北に対し西

へ5・傾いている)住居跡であるが、両者の性絡は判明できなかった。

ーの一



、こ 士~図版39)てユJ51004住居跡出土遺物

5頁 器恵

口径13.5cm、器向2.2cmを測る。底部はてレオ乱、に

回転へラケズリ調整を鈍している。切り 離 しは不 4 ( 1・652)

焼成良好である。

51005住居跡 (第48図、図版12)
7 

SI∞4住居跡と問機に昭和36年度国営調貨で検
(1-655) 

出されてし、る住居跡で、東西約 5m、南北約4.5m 第51図

SI4∞住居跡出土遺物
のほぼ方形を呈する。壁高は約40cmを測

り、南側壁低下に巾約30師、深さ約15cm

の周溝がまわっている。位穴は鐙直下コ

ーナ一部と北 ・西 ・南各辺の中央部に径 第52図 SI401住居跡出土遺物

ズ;・657)
。ヒ=ピゴ 1

約20cmを測るものが検出された。本住居跡の北東郡に焼土およびカマドの支脚と考えられる石、 さ

らに長さ 1.7mの煙道部が検出され、その内壁は焼けている。

なお、Sl004住居跡と Sl∞5住居跡の切り合い関係は不明である。

51400住居跡 (第50図、図版15)

調査地北側で検出され、東西約 4m、南北約4.1mのほぼ方形を呈する住居跡である。床面は聞く

良好である。墜尚は約30cmあり南東および南側に一部巾約10cm、深さ約8cmの局総が認められる。

位穴は健低下のコーナ一部の四隅に認められ、径は40-50仰を測る。南東隅に若干の炭化物が認め

られたが、カマドは検出されなかった。本住居跡はS1401住居跡に切られ、 S8396建物跡の南東部、

S8397建物跡の南西郷煽り方をそれぞれ切っている。

51400住居跡出土遺物 (第51図、図版39)

赤縄色土器

杯 1-3は怨土、 5・6は床面からの出土である。底iff;からの切り離しは 1・2・5・6が回

転糸切り無調数、 3は不明である。 1は底部からゆるく湾曲しながら立ちあがる。焼成良好で赤褐

色をなすが、 .~{内外面には「漆」がぬられている。2-3 ・51主赤俊色を昼し、5を除レて焼成不良である。

須 恵 器

杯 4は床面底上、 7は埋土から出土した。 4は回転へラ切り無調盤である。底部からゆるく湾

的して立ちあがり口縁都に至る。 色調は灰白色をなし;焼成良好であるが、 ロ縁部は灰黒色をなし;監

ね焼きの痕跡と思われる。 7は底郎の切り離しは回転へラ切り無調整である。灰w色をなし焼成良
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第53図 SI 402A・B・C住居跡 卜一寸一一寸

好である。 1-1縁都内外に「漆」

状のものが付近している。

鉄製品

鉄鉱: 現存する日~I分で長さ約 A 

8.(kmを1J!ljる。鋭化が11るしいが、

JI; ，111の断l函は 4角形を塁し、先

端却は 3mmほどで偏平にな って

いる。

51 401住居跡

(第50図、図版15)

A 

p、・

o
l
t
 

ド

Fマカハし
《どn
U
 

A
U『Q

U
 

図日第

S 1400を切る形で験出された、この住居跡は、東西約4.2m、商北約3.1mの長方形を呈する。床

面は聞くしっかりしてレる。墜 1・与は約30cmあり 、南側および北側の壁直下に巾約20cm深さ約10cmの

周締が認められる。特穴は壁低下コーナ一部の四隅に径30-40cmを測るものが検出された。南東郷
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第55図 SI 402出土遺物

に焼上面が検出されたが、カマドは検出されなかった。

k回

本住駈跡は、S8396建物跡市東部、 S8397建物跡南西部、S1400住居-跡、 S0415精華跡を切っている。

51401住居跡出土遺物(第52図、図版39)

赤褐色土器

杯 1. 2とも版画lU上から出土した。 lは底部からの切り厳しは回転糸切り無捌鐙である。

ゆるく拘幽しながら口紘部に至る。色調は赤燈色をなし、磨滋が激しL、。 2はI吋転糸切りと思われ

るが、 1底部に「ナデ』がみられる。赤怪色をなし焼成.1.良好である。

51 402A・B・C住居跡 (m53図)

調査地点側、 SE406井戸跡の南側で検出された。東西および南側の僚は存するが、北側壁は削平

されてL、る。ぶ住}，'i跡はカマドカ司法倹出され、3時期にわたる盤復が認められる。新l日関係は(新)

A→B→C(旧)である。

1)51 402A住居跡 (郷53園、図版16)

A住J，JJ跡は{也の8・C(E}，l;跡にくらべ、その大きさはやや縮少されている。*附約3.5m、南北約

3.5mのノ7月予告c''L!する(EJ.I}跡で、壁向は約2加nである。カマドは東堕の1釘側に設けられ、利上を使用

したi世存状態の良好なカマドである。長さ約切伺の媛道部、焚口ffllともに焼けて聞くなっている。

51 402住 居跡出土遺物

A住居跡出土遺物(m55図 1-3、6-8、図版40)
土師器

鍋 811u径34.1師、 2苦肉13.9伺を浪11る。カマド煙道部に使用されていた。平底で体部lは底部か

らゆるく内向しながら立ちあがり、ロ縁部lは外反する。体部外国の上学は備方向にカキロを施し、

その下方には斜、償}j向に粗いへラケズリを施してレる。内面にはきめ細かいカキ日がある。総色

土をなし、焼成は良好である。
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第56図 SI 403住居跡

赤褐色土器

杯 2(主タ~ 1:から出 kした。底部切り離しは回転

糸切り無調鐙である。胎土中に砂手立を含み、焼成は

不良で赤鰯色を~す。

台f寸杯 Ui.カマドの1i.脚として使用されていた

ものてある。l俊郎の切り緩しは不明である。付け高

台であり、 l底部全面に「ナデ』を砲している。胎土

中に小石粒を多1.tに含み、色調は亦燈色をなす。

須恵器

杯:3・6・?ともに国上からの出土である。底

部からの切り離 しはL、ずれも[nl転へラ切りで無調整

である。 3はI:X.白色をなし、 n縁部に重ね焼き痕跡

がみられる。 6・7は底部の敏片であり、銭高が認

められる。6は「岳』と判読できるが、 7は判読不

能である。

2)5 I 402S住居跡 (郷田園、図版16)

、
COI 

。

-<1 

<(1 

ト一一十一-1

川一ハハ》
〈

l -i---~ 
第57図 SI 403カマド

SI4028伎J~J跡はA住J.!i跡の下部から倹出され、東西約3.8m、南北約3.5mのほぼ方形を呈する住居

跡である。t権高は約印聞を測る。カマドは南墜に設けられているが、長さ40師、巾約10anの袖部お
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よび、長さ約1.2mの煙道部を残すのみで、焚口調lは若干の焼土が検出されたにすぎなし、。

3)51 402C 住居跡 (第53.54図、図版17)

B住居跡下部から検出され、その規模はB住居跡と同僚である。壁高は約70聞を測り、鐙直下に

は、広い部分で約20師、狭い部分で約lOcm、深さ約10cmの周溝がまわっている。柱穴は壁直下の各

コーナ一部の四隅に約30cm程を狽Ijるものとその辺上にほぼ同じ大きさの位穴が4本、計8本が検出

された。カマドは東墜の北側に設けられており、長さ約40師、巾約10cmの袖部、長さ1.3mの煙道部

が検出され、さらに焚口調1には多:lil:の焼土が検出された。

C住居跡出土遺物 {第55図、 4 . 5、図版40)

須恵器

杯 4・5は床面ul上からの出土である。いずれも回転へラ切りで無調整である。 4は底部に「ナ

デJ がみられる。灰白色をなし焼成良好である。ロ縁部の一部に重ね焼きの痕跡がみられる。 5~1.

灰背色をなし焼成良好である。総内面には「幾」が付着している。また体郊外函には「墨怨」が認

められるが判読不能である。

SI403住居跡 (第56、57図、図版17)

調査地南西側で検出され、東西約4.5m、南北約4mの方形を曇する住居跡である。北側は昭和36

年度国営調査で検出されているSB∞6建物跡の掘り方と重復し不明である。床面は固く良好である。
壁高は約30cm程あり、西側壁直下に巾約20師、深さ約5cmの周稀がまわっている。柱穴は南東部と

南西部のコーナ ーに径約60師、深さ約60cmの 2本が検出された。南西部の柱穴の北側に長径約95cm、

短径約80cm、深さ約50聞を測るピットが検出されたが、その性絡は不明である。カマドは陶墜の東

側寄りに粘土で鱗築され遺存状態は良好である。長さ50師、巾15cmの袖部、長さ1.2mの煤道部が検出

されているが、ともによく焼けている。さらに焚口部には;焼土、炭化物が検出されてレる。袖部西

側に径約80師、深さ約50cmのピットが検出され、その狸土より土師器内黒杯等の遺物が出土したが

焼土およびj来は倹出されずその性絡は不明である。

51 403住 居跡出土遺物 (第58図、図版40. 41) 

土 師器

台イ寸杯 1I主カマド内から出土した。口径14.3cm、総高2.7聞を狽Ijり、限状を塁する。底部切り離

しは阿転糸切りである。日台を付けた後に周縁に「ナデ」を施す。器内面は黒色処理を行'-'，全面

にミカ'キを鈍しているが、大部分は二次力日然をうけて黒色処理が条1]落してし、る。

椀:6はカマド西側のピット内から 7と重なった状態で出土した台付の椀である。口径18.5cm、

%{高8cmを訓IJる。底部切り厳しは回転糸切り無調整で、付け高台である。務内面には黒色処理を施

し、 体部は償、底却は縦、機方向に ミガキを絡している。口縁部外商には綴方向にミガキがみられ

る。体 ffilには r~占」が認められるが判読不能である。

JI:口径14.6cm、設高13.4仰を測る。底部には、木業痕が認められる。胴部はゆるく内湾し、日
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紙調iは丸みをも った「く」の字状を呈する。外面には縦方向にカキ自宅ピ施している。 愉積痕跡が明

瞭にみられる。胎上中には砂粒を含んでいる。

赤褐色土器

杯 2・4はカマド3は床面から出土 した。いずれも底部切り離しは回転糸切り無調整である。

2は体調lがゆるやかに内向し、ロ縁部には僚方向にミガキがある。茶褐色をなし、焼成は不良であ

る。 3は2苦肉がJ亨く、底部からメLみをも って立ちあがり、色調は赤潟色をな し焼成は良好である。

SI 404住居跡 (第59図、図版11)

調査地北附側で検出され、東西約8.8mであるが、北側はSK416土広、さ らに勝作による削平によ

って不明である。 床l踊は聞く良好である。 a高は約30cmあり、盛山下に巾約20師、深さ約20cmの周
織がまわっている。杓穴、カマドとも検出されてはいなし、。本住尉跡はS0411締跡、これを切るS

K416上拡によ って切られている。

SE406井戸跡 (第60.61図、図版20-23)

SE406JT} i跡は調資地北東端で検出された。

ヂ凶iフランは綴 り込み而で筏4.3m-4.5mのほぼ円形を呈する。綴りブ1は上面から深さ1.5mまで

約45・の傾斜fllを有 し、それより下方はほぼ垂直に2.7mで井筒の上端に速する。そこからさらに約

45・の角度でせばまり印伺程で井簡に接する。したがって弁筒部分の掘 り方は、きわめて狭く 鋸 り込

まれている。 J十筒の向さは1.23mであるから弁戸の深さは約5.5mである。

金=ーー

第61図 SE400井筒
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埋土は、上面から約1.5mまで赤補色粘質

土と赤鰯色砂質土がゆるやかなレンズ状に

堆駁し、また上面から約60cm程の深さでは

径 1mの空洞が形成されていたが、これは

井側の腐食に伴って生じたものと思われる。

上回から1.8mで弁側内埋土と袈込め土の層

が明瞭に識別できた。すなわち井側内部分

には、5寝込め土が崩城したボソポソの赤褐

色粘質土と灰青色粘質土が円形に認められ

る。井筒内上端付近からは木製遺物が多量

に出土し、ま た水分を含んだ灰背色粘質土

のため土同断面の突測は不可能であった。

井筒内寂下回は、堅い灰背色の砂っぽL、岩

盤でボーリング隊を突き刺すと水が湧き出

る状態であった。

更主ズ1-679)一
、子長ミズ(1・681) t

℃二日J
ヘ二三長-:7

2(1-680) 

ち
:司1・684)
10CM 

j 

井筒は計6枚の部i材で構成されている。 文- l-_J第63図 SE406埋土出土遺物
ffil材の成形方法は、まず長さ1.23mの円位 、一一一~ -3 (1-688) 

を縦に四~六等分し、内面は厚さ10側近くまで荒剖りし ¥ --l I ¥ I".."J 
て~ -2-(1-676) 

た後に削りによ って凹部を作り出す。凸面はほぼ原木の ~ (1-675) 
i ¥l-U' "， 4 (1-678) 

肌叫とれられるがj 聞は手斧による整然とした じ ーコニヰ 丈 主 〆

亀甲白1Jりで仕上げ、調盤が施されている。部材の計測値 ¥ Fτ写;)O R 10CM 
什寸十寸

はl写さ約lOcm、高さ約1.23m、巾は広端で約52cm-67師、
第64図 SE406井筒内出土iA物

狭端で約45cm程である。また側面は中心方向に向けて盤形され互レに密着させている。さ らに側面

の上、中、下の三ヶ所に柄穴が穿たれ、各々長さ13cm、巾 8cm、厚さ2.3cmの柄板で後合されてレる

(図版23)。井筒の内径は約l.05mである。また井筒の一枚に品痕が認められたが文字か絵か判読

できなかった。

)f簡の外面に接して16枚の弁側部材が倹出された (図版23)。部材の2十iJ{1J{箇は厚さ約9師、外

部巾約28cm、内面巾約25cmで、側面は兵二筒同僚中心方向に削られている。芥側内径は約1.25mであ

る。

井筒内からは須恵法、木簡 (図版22)とともに多量の木製品が出土し、底面には培、 瓦、石が約

三段に数き並べ られている (図版22) 。 すなわち上面には井筒の円に沿 っ て噂の長軸を向けて~ベ、

その間隙には瓦、祭大の河原石をi詰め込んでいる。中段、下段はやや不規則であるが、上函と同傑

に噂、瓦が!歓き並べられ、その段下段からは中央部で司I!J、北側で「人物」が鍛$された噂が出

一 日 一
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土した。

上面て'}f}i円形フランの佼認と同時にき倖

大の河原行鮮が認められた。河原石は樹、

北側に集中 し、 特に1釘側では井戸フランに

沿って倣き~べてある。ニれらのことから

}T側同聞の験地のための敷行遺憾と考えら

れる。
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}jはいずれも}T}iぬ!り)J内である。 東桁の . 
‘ 

‘・ー，・、!:'・受.

点側にIvj..jt.二位ぶ=三本の総りノ7は、続僚は

やや小形であるが}T}iを緩う建物の下屋と

も考えられる。

SE406上面出土遺物 第62図、図版41)

SE406}T} i跡上1mを浸ってレる土に流れ

込んだ状態で出上した遺物である。

5 。乙赤褐色土器

SE406井戸跡出土瓦第65図. 2ともl良部からの切り 縦 しはいl杯 1

2は?:t肉がl写lは内向しながら口縁部に至る。焼成良好で亦陪色ななす。転糸切り無IIII，J*終であゐ。

く底部からほぼま っす ぐに立ちあがる。焼成良好で位色をなすが、外1(liは肝減が激しL、。

器恵須

31主灰緑色を4は若干「ナデ」がみられる。杯 :3 . 4 . 5ともにlul転ヘラ切り無調鐙である。

4はIY(肉色をなし、焼「漆」状のものが付務 している。なし、 焼成は良好である。 内l直に炭化物、

「漆」状のものが付将 してLι。J~良好である。内面体 tm、外而 rJ縁部に

受 11緑郎、阪ffllは欠倒 しているが、胸部径14聞をiJllJる長顕獲である。顕 ffllからゆるく 外向しな

がら 11緑ffljに伝っている。外面胸部下半には斜、険方向にケズリを絡している。また外I函には白然

軸がかかっている。内Uli制部から下方には償方向にカキロを施 している。

2は底ffll、体ffll下半

第63図、図版4L

杯:1-3は!l1l1:中位から出上した。いずれも回転へラ切り無調較である。
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• 1は聞 t中州1111.. ~ ' L川崎氏刷出 i

は灰白色を虫し、 1-1縁部、休部上半は灰背色を呈す。内面は灰色を呈する。 1. 2は底部から丸み

をも って立ちあがりわずかに外湾しながらロ縁部に至る。 Ui.灰青色をなし焼成良好である。体部

に火だすきがみられる。 3は底部から丸みをもって立ちあがりロ縁部に至る。灰腎色をなし、焼成

良好であるが踏減が激しし、。内面に「スス」が付着している。

蓋:!型土中位から出上した。口径16.5師、器高2.7聞を測る。切り厳しは不明である。俊宝珠状の

ツマミを有し、天井ffilからゆるく問幽して体部に至る。休部からロ縁百日にかけてはわずかに内幽し

て口縁は若下外反している。天井部内面から体部中程まではカキ自を絡している。灰背色をなし焼

成は良好である。

SE406弁簡内出土遺物 (第64園、図版41)

土師器

杯:口径9.3師、 総高3.8聞を狽1]る。巻き上げ手控ねでつくられた杯である。主主き上げ痕跡が明瞭

に認められる。メ1I底を思し、 n縁部はゆるく外反する。内外面ともによ除色をなし、炭化物がイサボfし

てレる。特に内l侃~i. ~ヰ し L 、。鮫明肌として使用されたものである。

5頁恵器

杯 :2は口径7.5師、総高2.1cmを測る小型の杯である。回転へラ切 り無関艶である。底部からほ

ぼま っすぐに立ちあがる。色調は赤燈色をなし、焼成良好である。体部内面に一部鋭化物が付lfし

ており、燈明皿として使用したものである。 3は回転へラ切り無関盤である。底部から丸みをもっ

て立ちあがる。色捌は赤茶色をなし、焼成は良好である。 4は底部会面にていねいな向転へラケズ

リ調鐙が施されている。切り胸躍しは不明である。底部からの立ちあがりは体部下方で若干ふくらみ、

外湾しながらn紘部に至る。焼成は良好で、灰草壁色をなす。宮署内外面に炭化物がH:l}しており、特

に内面に箸るしL、。位明皿として使用したものである。

SE406井戸跡出土瓦 (第65図、図版54)

SE406の組上、底而より平、丸瓦片が約130点程出土した。底面出土瓦は民事とともに約三段に数き

%
 



灰色であゐ。

丸瓦:小敏H・が約30点出土した。す

べて内側に分別線を ~ï し、焼成は大部

分がJ処色あるいは肉色の軟貨な瓦であ

る。内曲.は側111111きの後にナデによっ

て教形され、制11はほとんど消されている。有段瓦二点は埋土中間府出上である。

おめられていたものである。この中の

広、狭端、側面の残存する瓦について

下記皿必の卸〈項目別に統計を行った。

その結果、埋上中間婦と底面出土の

瓦とでは.6'fの相違が認められた。

平瓦:側面のIfu取り妓法については、

埋上中IUl同出 i二瓦は~に集中し、底

面出土瓦~i(!Xg)に集中する。この場合

の数値は、 4によって迂⑤の共存が認

められるため災際の数値より若干刑加

している。 IJ'llfliにおける側縁の後上り

は側面の凶i取り牧形という二次行程に

よって起り得ゐが、一応数値だけを記

しておく。 揃ときさ作りの痕跡である侠

骨痕は、煙 k中r:nll.'1出上瓦に多く見ら
れ、底I必1ilJ:疋には少なL、。しかしこ

の僕合瓜は、他地域で見られるように

上端から下端まで仮痕跡が-u1線に認

められず中11別立はほとんど消えている。

IIpき仮の!反体については、その原形を

復原し仰る資料はmられなかった。 縄
文仰はニ酬ある。大部分はl>Rで

あるが、三点は ~ > Lである。焼成は、

開土中Hlll¥'1lil1:瓦の大部分がliiI!質なの

に対し、底凶iHJ1::瓦は!~\色あるいは白

色の軟質のものが多L、。なお，'X¥色部分

は 2-3mmのカーボンで断I筒内却は白

、， 、---

ふ〆。
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SE406弁筒内出土噂 (第侃園、図版42.43) 

民事は井戸の底而に約三段に数き立をべられたもので、完形品は39t父、依片は27点で、形態はすべて

条縛である。完形品による平均値は長辺28cm、短辺13.92cm、厚さ 6anである。五まも小型の民事は長辺

26.7師、短辺13.5側、厚さ5.4師、大型のものは長辺29.1師、短辺14.7師、 J事さ 7anである。

焼成はすべて還元炎によるものであるが、その半数近くは黒色あるいは白色の軟貨の焼きあがり

である。 製法校法は、まず仮材を用いて前述の平均値に栂当する長方形の木枠を作る。この場合上

下の板~1.不用である。そして台となる板の上に木枠を置き、その中に粘土泌を何回かに分けて詰め

込み、紋後に木の叩き仮で叩き締める。したがって欠損部を観察すると、粘土ぬの剥がれた痕跡が

認められる。Aミ枠を取 り外 した後、側面をわずかに叩き締めるが、中には怪いナデを全面に施し叩

き痕 ・型の木11棋を消す場合がある。しかし側面は無調繋の例が多く、その際は粘土泌を詰め込ん

だ痕跡が沈総状に明瞭に泌められる。

叩き阪の原体については原形を復原できるまでには歪らなかった。しかし原体は、特定な彫刻あ

るいはH凶物をどききつけたものではなく、少しl享自の木板と考えられる。

なおこれらの中に人物および竜の絵を墨泊 した噂がニ点出土したが、このニ点については考察の

項で詳細に迩ベる。

SE406井筒内出土木製品 (第67-69図、図版44-46)

SE406Jt:J i跡の井筒内より多量の木製品が出土した。幽物底、漆血、 1堅、箆、隊状製品、 m状製
品、木簡であるが、その中で隊状製品が段も多し、。

曲物底 (1 ) 

炎褒に巾 lan-2cmの削り痕が認められる。側面には側仮を止めた竹釘がニヶ所に認められるが、

他は腐食のため不明である。

把手状木製品 (2 ) 

下方中央部と上JJの I~，ì端が削られ、両肩&4"1はヒ

モを掛ける部分が浅 く ~IJ られている。 断面形は長

方形を1止する。

漆器 (4 ) 

肌状の漆総である。 ロクロ後きによるもので内

外面ともログロ瓜は明瞭であるが爪疲跡は認めら

れな L 、。草案は亦漆 と ~えられるが、内面の一部は

焼けて.~~\く炭化している。

ヘラ状木製品 (5 . 7) 

5は小形のへラで柄部は欠損している。ヘラ部

は両面から均等に削り出されている。 7は大型の

州
l
寸
」

第70図 S1405竪穴状遺備
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ヘラで片面は地飢面をあまり加工せずに製品化 し

ている。

楓箪 (6) 

紙餓の上半分である。呆肉''1怠激的に除かれて

おり、総として使用されたと考えられる。ただ蔓

ffl¥が銭存している ζ とから貯届長期総ではなく、あ

るいは嗣部から切断して杓などの汲み取り期総と

して用いられたと考えられる。

不明木製品 (3" 8) 

3は、 一端を三角形状に削 り出し、その中央部

に小イしを穿っている。犯手状の欠損shagであろうか。

8は、両端が切断され端から約 2cm艇内側に入っ

た部分に、あまり鋭利でない工只.によって小孔が

穿たれているが、一端はn過していない。
箸 (9-17) 

l両端はI而1取りし、断面形はr，"J円形を呈する。全

長は不明であるが、端部の削 りl伺が認められるも

のは%として図示した。

串状製品 (21-2ω

長さは一定しないが25"26のように極織に短レ

例もある。ニの二点は杭としたJjが妥当かも知れ

ない。先端部はし、ずれも 2-51偏に而i取りされ尖

っている。 21-24は、完形J311がなく原形を抱慢で

きないが1m者に比べるとかなり長大である。 断面

形は円形に近いものと扇平をi止するこ敏顕ある。

その他の木製遺物 (18-20" 27-38) 

千守々加工がbmされているが未製品または削り腐

と考えられる。 31は一端が面取りされ、さらに中

央部にJl"而だけに切り込みが人る。 32は、一端に

切り込みを入れて分割した婦が伐っており米製品

とれられム ω し小形であ.'otl~32と附 1 
))[1 [が鈍されてレる。

/ 

11ft) 

移

@ 

υ 
ぬ
mwリ@ 

2 
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棒状木製品 (39-45)

完形品はない。 39-42は細かL、全面の削りで断面は円形を塁する。 43-45は扇平に整形されてい

る。 39040 044の先端部は尖っており、その他の製品も向かに突き刺すための用途に用いられたと

考えられる。

額状木製品 (46)

割板材で表裏ともあまり加工は施されていない。 一端は両側面から切り込みが入り、凸部を作り

出している。柄であろうか。

木簡 (第77-81図、図版49-53)

木簡については考察の項で詳細を述べる。

51 405竪穴状遺構 (第40図)

調査地北端で検出された。遺憾f1地山場盤に掘り込まれており、長辺は204m、短辺は201mで長

軸方位は北で24・東に偏している。床蘭に

おける周溝、住穴等は検出されなかった。

峻土は総色、黄褐色粘質土で周囲の地山

と識別し量産い色調をなし、竪く締ってレ

てr:7

. ) 

ることから意識的に埋め戻されたものと

考えられる。地土内からは遺物、炭化物

等一切出土しなかった。

5A407柱列 (第71図、図版24)

SA407純列は深さ約30cmで一副総に布

掘りし、その内却に径30cm-40cm、深さ

¥ーしイト)
¥_iJイ1;;;)

30cm-80cmの円形の掘り方が認、められる。位問は約1.5m-1. 75mで段

東端のみ203mである。掘り方内海土は陥潟色粕質土で比較的箆L、。往

の径は15cm程であるが、東から 10 3 0 7番目は3cmXI0cm程の板に

近い形状をなす。純子IJの中間部は近世の削平のため布掘り痕跡は逃存し

ない。走向方位は北で70・東に偏してレる。この状態で南東方向に延びる

とl昭和51年第18次調査地倹出のS0284務に巡統する。 S0284幣は完掘し

ておらず詳細は不明であるが、同遺構であることも考え られる。

なお遺構状況から柵列状の燐と考えられる。

5K007-014土拡 (第43園、図版12)

凶f._t調ftで発鋸されている。 8法程確認され、いずれも後 3m前後の

不敏円形を皐 し、立ちあがりは丸みをも っている。
第74図 o 6ql 
SK423出土遺物仁三士
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SK417-420土地 (第43図) ヤー ，. -/ 
調査地北西部で4基の土広を検出した。 SK417 """- l...tII" 

一一一 1 (1・696)
は長径約8.2m、短径約6.3mの惰円形を呈し、

~ì ~〆非常に大きなものである。 l旬側は東西に償走

するS0411に切られている。深さは約2.23m

を測り、間り鉢状を呈する。埋土はレンズ状

に下府から赤鰯色粘土、占を潟色粘土、赤潟色

粘土、黒色土、 11行潟色土、補色土、陥綿色土、

茶鰯色士という順序で土佐航してレる。下層か

ら須必然獲が出七 している。 SK418fi.西側が

発鋸区外で不明であるが、短径約5.6m、長径

約4.6m以上の崎円形を呈すると考えられる。

縫認I街からの深さは約40cmと比較的浅い。長E

土はレンズ状にH行総色七に黄色粘土、混り土、
ヤ 丘二 一 三，

J県総色七、附褐色上が推航している。 SK419 13 (1-708) 

は峨i径鮒釜紛約制1m岬d前可伽附附円形舵を呈貯す怜怜刊るか引朴，小伽jト、

である。 SK420は-ffl¥北側が発御区外で不明

であるが、長径約3.3m、短径約2.2mを測る

隅九長方形毛(J~する。 S0396の掘り方を切っ

ている。篠認l削からの深さは約7.0酬を狽IJり、

~ムーJ

¥'---'-

斗 札)
て
¥

w.ナ.はtII.潟色fli上、vl.白色料 t、m，色 tカ;.f.11f

t'l し、問聞の地 1 11斜ì l:と I;{~IJ しにく L 、。これ

らの上誌はL、ずれも長軸)JI白lは一定していな

L、。また性柿など詳細については不明である。

SK417土地出土遺物 (第72図、図版47)

赤褐色土器

杯 2は底綿からの切り 厳しはrol転糸切り無調整である。

第75図

口結滞はわずかに外反する。焼成良好で肌色をなす。

台付杯 1は台部が欠損している底ffl¥の切り縦 しは阿転糸

切り である。底部からわずかに内向しながら口縁滞に至る。

須恵器

杯:3、 4ともに戸l転へラ切り無調教である。 1底部から丸

みをもって立ちあがる。 3はn縁部にmね焼き痕跡がみられ
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る。灰{f色をなし、焼成良好である。 4は灰白色となし、焼成良好である。

聾 :I底部に近いだE上から出土した。口径15=、器高22.公mを測る。嗣ffllはゆるやかに内向し、顕

部はゆるく外向し r< J の字状を呈する。ロ縁は内反して立つ。外面顕、嗣部上半には備方向にカ

キ日を施し、11"1下学部iから底部には内面に同心円状のアテ仮痕、外聞は平行タタキ舷痕跡が、みられる。

また内面下手却に鎗6'fI.良跡が認められる。灰黒色をなし、焼成良好である。

5K419土地出土遺物 {郷73園、図版47)

須恵器

杯 :時二七から出 kした。iI径14.9cm、総高4.3聞を測る。回転へラ切り後、阪総全1mに回転へラケ

ズリ調教を施してレる。 l良部から若干丸みをも って立ちあがり日縁部に情る。l天下・f色をなし、焼成

良好である。

5K422・423土法 (郷43図)

，l)，!，l1EJ也市阿部と1旬中央却で検出した。レずれも長軸方向は北丙を示す。 SK421は反徒約2.2m、

短f毛約60cm、 SK422は長径約2.2m、短径約80cmでいずれも隅丸長方形を但する。深さはSK421が10

mと浅 く、即!Iニは11¥色の炭化物肘であり焼土を含んでレる。 SK422は約30酬を測る。

5K424- 426土法 (郷43図、図版12)

SK424はS8395似り)iによって切られているが径約1.2mを測る円形を勺する士総である。深さは

約1 . 3m を測り、底fflll1.~王子外側に張り出している。埋土11.;Ji総色土、附制色上、 !.'Hs色七がレンズ

状に雄前 している。SK425は径約 1.1m、深さ約叩anを測り、ほぼ円形を鳴する。底部は若干外側に

仮り出す。SK426は径約1.lm、深さ約4加nを測りほぼ円形を屯する 。 底調1は袋状を~~-t る 。 SK424

はJ:I~ 1:より弥生時代の七日告が出上していることから弥生期の上広である。またSK425・426も、腕際、

形態、J:lp.1:などからしてSK424伺隙弥生期の土広と考えられる。

5K424土拡内出土遺物 (第74図、図版47)

.ttl~ 1:からー抗して11i1:した 11 径14cm、~骨肉 18.3cm をiJ!IJ る深鉢型のた総である。 11紙m\、胴上郷は

こ条の平行訓;似をめぐらして、その内，'111tこは変形工字文を施している。 j也文はきめ制かい/11節斜純

文である。 111 1:'釘!式I:~~に併行する時JUj と J思われる。

50015、016、410- 416溝 {第43図、図版11・12)

凋任地全域で走II'j)JII'jの不規則な構が9本検出された。

S0015・016はII({和36年度の凶g調住で検出されている。 S0016~1. S8∞6、 S8395を切っ て耐*

)J向に走り、途'1-'で 2本に分かれている。 S0015は北東方向に走り、検出 した純聞ではjミさ約19m、

巾約80倒を測り、深さは約30仰を測る。 S0410-416は今同の調査で倹出した締である。S0410は比

較的上嗣の尚色 L:lmで倹出した市東方向に走る溝である。S0411は東西に走る潟で西側は削平で判

然としなt、。 現存する長さは約18m巾は印刷を測る。 SI404、SK417を切っている。S0414は北西

方Ji'jに約8.4m点ってu!にほぼ凶角に曲がる招待である。巾は約却側、深さは約40cmを訓IJる。S041611
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調在地の~t端で倹Hl され、 SI4∞、 401 、 S8396に切られている構で、ほぼ北ノi向に走る。これらの

構の性絡、持制については不明である。

SA408、409ピッ ト群 {第43悶)

調代地中央、北京部から多数のヒ ット を検出した。中央部のピット鮮は第3、4嗣の補色 t、防

総色土から掘り込まれている。 北京総はローム面から篠認された。いずれもil!物跡になりえず、そ

の性絡についてはボIjJ)である。

3)各層位出土遺物 (0075闘、凪版47・48)

表土層出土遺物

5 ~t. I" 1転ヘラ 切り無調牧の~!g総杯である。底，'fl~か ら丸みをも って立ちあがる。色邸!はるhミ織色.を

なす。胎 1'.中には小川粒を合む。

第 2層赤褐色土出土遺物

10は 11径 12.8cm、 ~~ ~:~4.5聞を測る家i!t(t!苦杯である。 Eま郎切り厳 しはl旦l転糸切り無関較である。灰

青色をなし焼成良好である。 円縁部には111ね焼き痕跡がみられる。休部にはよ住川が必められ、 r-J

と判。流できる。

第3層構色土出土遺物

赤褐色土器

杯 1、2、 6-91it、ずれも向転糸切り無調懇である。 l、2はゆるく情的しながら11縁部に

ゼる。 1は胎 1:がJTt.く小行、砂粒を多く含み、焼成は不良である。内外l耐のー却に「漆」がHlfし

ている。 2は1'-1栂色をなすが全体に磨滅が激 しL、。 6-9は大きさ、形状もほとんど同じ土紛であ

る。ゆるく内向しながら JI縁部に至る。 7は内面に炭化物、口縁部外面 -fflHこ「漆」状のものが付

おしてレる。 8、 9は 11紙ffll内l偏に炭化物が付着している。いずれも燈砂JMとして使用されたもの

である。

乾漆:I乎さO.47cmの舵機の断片である。

須恵器

杯 9、12、13、15、16ft.I"1転へラ切り無調整である。底f司lからの立ちあがりはいずれも)Lみを

もって立ちあがる。 13は 11縁部に屯ね焼きの痕跡がみられる。 15は底部に rrtJのJ{V.が認められ

る。灰白色をなし焼成良好である。口結ffliにはIfiね焼きの痕跡がみられる。 16は底却にl品川が認め

られるが判J.ai:不能である。ほffliには縫いナデを施し、 体fffl内面には炭化物か 「漆」状のものが付着

している。氏)'1色をなし:焼成良好である。

台付杯 :u{圭 14.7師、総rf~8. 1酬を測る。絞部は回転へラ切りの後、;t:jfì 唱d.t し I.'.j結には「ナデ」を

施している。九みなも って立ちあがり、まっすぐに口縁部に至っている。焼成は良好で、内而は灰

黒色、外l爵It.!.u色念なす。
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第4層暗褐色土出土遺物

17は(II(転へラ切り無調教の須恵総杯の底部l破片である。 r岳」と判誌できる尽!~ ~f ñ~認められる。

その他の遺物 (第76図、図版48)

lはS1401の北京で検出したヒット内から出土した赤鰯色上;伐材:である。 (II(転糸切り無調教であり、

仮調;から)Lみをも っ てなちあがり l-l縁結に至る。~・肉が非常にf7.l'。赤怖色をなし、 t完成は良好で

ある。 2はSI400を切る燐九 段化物を含む土広に慰めてあった k師?:Hfである。九段を沼し底ffll

から内向しながらゆ1imに令:る。顕却は「く J の字状に外反し、 u紘ffll，;tま っすぐαちあがる。胴下

、t~からb支部外 I(IÎには F持ちのへ ラケズリが縦方向にBをされている。 制色をなし、焼成は良好である。

N 考察

1 )第24次調査検出の遺構と出土遺物について

~24次凋ft.で検出した主従i盤情は、掘立住建物跡 1 練、雪量穴住J，t;.跡17Ø転、粉状Jïtl~2条、ヒット

昨、 (:.111;などである。調ft.地lメ:がl旬斜面であるため、土肘権的、 Am検出l自iもw維であったが、大
まかな杷出がnffl彪であった。各.ili備の誹細は既に述べており、ここでは、 ji'Uおと.lftf:ti肘との関係を

教樫し、.ìrt階、.iït物について若 Fの~綴を加える ζ とにしたL 、。

(1) 遺梅と准積層

主従A械は、すべてj[t物包含肘である黒色砂質土の第6m下回にて倹出した。泊目6附は、1'(然雄

前回と与えられ、 Jヒに隣緩する郷17次調査地をはじめ、第7次、 13次、 14次などで侃;必され、丘陵

ほぼ全域に必められる亦制色七日告を多位に含む府である。遺憾は、粘 i二、焼 l二の混入する民総色砂、

~7 1\'1 を岐に人;きく、 2 時JIlJに分れ、各々、毛復関係から、さらに 2 時期、 .n411年JIlJに犯出される。

1 JIlJは郷7Jo.'1I(1Iで検111したSA394Aヒット群で、性痕跡の認められる例もあるが、 ill物として、

把制することができなかった。

2 JIlI~;t~ 7 Jo.'1I(1Iで検111したSI367-372竪穴住岡-跡。

3 JIlJは第7附を除去した段附で検出したSB384ill物跡と SA394Bヒット併。

4 JIlJはSI373-383電車火{佐川跡で、 3則向棟、第7階下附で検出、 SB384ill物跡、 SA394Bヒット

CFと，r(wし、，'1い。
以との411与則に人・きく、犯!出されるが、 2JIlJ、4Wlの鐙穴住J，li跡については、，f(UCt刻係があり、

さらに、細分が可能である。しかし、後述するように、 同期内の{J:J，ti跡出 brt物に顕~な相違が認め

られず、時期的に近いものと与え、まとめて述べることにした。

S D366A、Bi，'.状.ifH降は2WJの堅穴住居跡によ って、切られ、 2WJを降るものではないことが判

明した。特にBT，Yi状j盤情は第7府を除去した段階でフランが鈴:認されたニとから、第7削機的以nIJ

にぬ!り込まれたものと 号えられる。
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(2) 遺総と遺物

今Iillの調査のま臼的の一つである外郭線の追求については、外郭線推定地区が勝作のため、削平

され、集地の倹出がなく、般極的彼処に欠けるが、第13次調査検出の築地崩峻後のf待状jft備とその

走行方向が一致するSDお6A、B溝を外郭線と考えるのが妥当と思われる。ただ、巾、織り方に第13次

調fi倹出の病状itthYiと民.なる点があることは留1ましたL、。文、A、B滞状.itt械の走行ノ7向にわずか

に迎いがあり、単一の粉状遺憾である第13次調査のものと、いずれが連続するものか、 或いは都分

的に二時期存住するのか不明な点もあり、今後の調査の問題点としたL、。

以上、外猟線について、述べてきたが、仮にSD366A、B溝状遺締を外郭線と考えると、 m2 Jt1J 
の住肘跡の何まれたl時JtJltニ、既に、外郭線の機能が消失していたことになり、外郭線の千F統WJ聞を

考える.¥1:味で興味深い。

次に以上のr:n組点も合め、伎Jt!:;.跡、局主制層から出土する杯翼民を主体とする l:ir.-iについてふれてみ

t.:.'v、。

m6 附か らは、多祉の1"1転糸切り、再調整のない赤鰯色土総が出土し、 日~，r5 、 11 径の小さい皿形

を呈するものが多く、伴出するものとして数は少ないが、向転糸切り、 l再調較のなレ内!I¥上師総

がある。 ~1.'.!X~世事不傾の出土はほとんどな L 、。

m7憎からは逆に小型、 m形の赤持品色土法の出土がなく 、fIIj名ーより大ぶりの亦尚色上泌が多L、。

1点のみ1"1転へラケスリ凋教のある例がある。須恵2号事不の出土が比較的多く、すべてI.!ll転へラ切り

で調教がなし、。

以上の傾向は、郷2刷、 4WJのtEJ.!l'跡鮮にも認められ、第6JMが2WJ、第7憎が4Wlの出土上~・

の傾向に共通する。 ζれら小砲の1m形を呈する赤褐色士宮告は、比較的大ぶりなみ泌色 k総より、出

上閉位、 II:f.Ji跡の新IfI関係から、新しい時期に位置づけられたものと与えられる。

本淵ff.検出の件:川跡は、出 '1:上~告を対比すると、北に隣後する第17次i調介:のtnU下、 tn2 併とし

たf訟も1Jrしい印J.';'跡仰と、 4Wlの住肘跡が共通してレる。4Wlのf友人寸跡は先制街地lκに集中して

おり、 SD366A、8目的状.iit榊付近には仔在しておらず、空白部分が泌められたことから、このl時JtJJ

には1J:f.J:rの占J也を縦制する施.没、 μ11ち外事s線の停在が後側される。外!Is線が築地であったか、 日正に

病状.irt怖が銅り込まれてレたかは不明であるが、SD366Bが第7層を除去 した段階で般認され、4JtJI 

住肘跡も第7桝ド桝に位附することから、湖毎状遺備の可能性が銭いものと考えられる。

2朋のII:J.ii跡は第17次凋代地で対比される住居跡が存在していなL、。又、 2W!のIJ:J，t，¥跡は前述し

たように、市外!Is線と般測されるSD366A、B滞状i1't織を切っており、 fl4状i1'tt1iの廃袋、即ち、外

郭線の機能の停Ll:r時に併なまれているものと考えられる。

ただ、この攻後1'1~n7次、第24次という限られた地厳での犯爆であり、外車E線の変避と住J，t;;跡の

性絡を貯える上での今後の問題点として留意したし、。
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他に出上遺物として、 断片ではあるが、 2期の住1.5跡から、 liiJ述の小型、 m形の赤鰯色土2告に付

お した2l.¥の主義紙が検出され、 1点には内容が不明であるものの、2行の文宇が認められた。今後、

同級の遺物の1111:が期待される。 (日野 久)

2 )第25次調査検出遺構について

(1) 建物跡

第25lX.刈住では6機の樹立住建物跡が倹出された。

調 ff.地 I~i、*側のー段向い地域はl昭和34年-37王手に実路された1.!!1科~J司丘ですでに調ff. されてレる。

その結決、 ill物跡の配町、Ul上.iit物から「頬衆国史」天長七 (830)年JE月条 「大地従動。轡加ニ活

道 一。校時城:}s'u・1'i'Jt-V4天 ，:，示~六 {弗像。四五堂舎ミ事。 f安感転倒。Jtこええる「凶天巨 JF」に般:<Eさ

れてレるi也1>(である。そして東側毛i:'m1次、西側を第2次回天王、予跡としている。またさらに一段
刈くなっていゐ l何側には「金叩I~J 、金堂と 議堂を結ぶl両側には、 「鍬後」、 「純雄」とされるill物

跡が検出 されている。

*側の~1 次阿天 E 、子、 局常跡と~えられた地域についてはIlß;拘 151 {，~r.n:~ 18次d網代で川度発鋸さ

れ、その鮎~必'ô乞跡と ~えられる 』駆 り方自己訟は認められず数僚のill物跡の ifHSlであるこ とが判明し

た {注 1)。

第25次“/.'.1ftでは、 第18払;調伐の内側を再発鋸し、新たに北側に凋fi似合i正l毛してJ'.If正念実施 した。

併発掘された両側の地lメ:は、 I柄拘136年度の第三次菌営調査で第二次潟吹跡と ~えられたill物跡が倹

出されている。

第25lXJ'.Iff倹111のiJ!物跡について考えてみたい。

l打 、幹部で検出 したS B∞6 ・ 395i1!物跡、北端 ffi~で検出 したSB396 ・ 397ill物跡は切り介いが認めら

れ、新1111員j係a'もつ。 すえEわち1句、幹部ではSB 395.ffi物跡、 ~t端 .~IではSB396ill物跡がそれぞれSB

006・SB397.ill物跡合切っており新しいことが判明した。 他のiI!物跡についてはイ'I])Jである。

次に、 l.iJ)j此をイIするill物跡は向l時JtJJの可能性がある という立場に立脚 して考えた場合、 t踊!り方

の脱燃は%なゐが、SB006・SB396建物跡は東西桁行が凶で併に約31主掘れてレる。 またSB395・

SB398ill物跡は桁行が内.でl何に約3度30分振れている。以上のことからSB∞6・396ill物跡は同方位
であり 、ま たS B∞6の以~13Ii.it1iりか ら北に24m の位附でSB396ill物跡の.*側似 り )ï列がそろうこと

から同時期の可能性がある。しかし、SB395・388建物跡についてはfriJ}j{立を指してはL、るが、綴り

方甥土、怜1-"跡に遣いがみられる。 すなわちSB396建物跡の性炭跡には焼土が含まれるのに対し、

SB398iJ!物跡にはま ったく 焼上を含まないよとから ζれ らの組物跡はfci]l待則 とは与え簸L、。 他の悠

物跡についてはj日立が火、なり不明である。

以上、上述した 、ニとから~策 して辿物跡は少なくとも二時期、あるいはそれ以上の変遷が考えら

れる。
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次に主I!物跡の時JI1Jについて考えてみたい。搬 り方内からは遺物の出土がなく時期は推定できない。

しかし北西ffflSE406井戸跡井筒内から「天平六年月」、 「勝家五年調米」の紀年名がある木聞が出

土したことからSE406井戸跡は8世紀前半~中半頃に使用されたと考えられ、今次調fi.では肢も古

L、mfl時のひとつである。そして辿物跡では切り合いから古レ時JtJJと思われるS8叩6i1!物跡、 ζ れと

同時期の可能性のあるS8396i1!物跡が上記SE406井戸跡に伴なうものと考えたL、。したがってS8

006・396悠物跡は8位紀前半~中半頃の時JtJJが考えられる。 他の主主物跡についてはそれよりも新し

L、時JI1Jである。

紋後にill物跡の性絡について若干触れてみたい。

S8006辿物跡は同営調型王では推定凶天王寺、第二次;殺な跡とされた雄物跡である。建物の規燦で

はこれまで秋田城で調子Eした中では紋大であり、まさに講堂と考えてもおかしくなし、。しかしなが

ら、第18次調査で推定第 1次治吃跡が数.1*のill物併ーである ζ とが:判明している。また寺跡と考える

には①寺械が不明である。②応跡が検出 されてレなし、。③鍵おがまったくなし、。④瓦の出土がほと

んどないなどの観点から第二次講'~:-:跡とするのは若干無限があるように恩われる。しかし問辺の調

貨が進んでいなレので断定はできない。

それでは次のように推治できないだろうか。手火閃城ではtfH9次調査で外郭線をも時成する築地は8

世紀中半頃の鱗築と考えている (注 2)0 S8006建物跡は、秩凶減築地築成時、あるいはそれ以

前には存住してレたと考えられ、主主物燦燦などからみて他の滅柵にみられる疋庁建物に匹適する悠

物であり、 「出羽柵」 時の正庁ill物の-fffiと考えられないだろうか。しかしこう考えるには多方而

にわたって問題をあまりにも多く内包しており、あくまでも推論にとどめたL、。今後こ の地械につ

いて調夜を継続して行き近い将米全容を明らかにしたL、。

(2) 住居跡について

第25次調査では7軒の竪穴住Jer跡を検出 した。 S[004・005住屈跡は困営発婦で調査済みである。

住肘跡は、iI!物跡、榔跡、土拡と厄:復しており 、段初に司H反凶係を整底!する。

まず調住地北端部で検出したSI400・401住J.!f跡はS8396・397建物跡と直復し、切り合い|対係か

らS1400・401伎居跡が新しいことが判明している。また、これら住J&跡どうしで重飯しており、

S1401住居跡が新らしレことが縫認された。次にSI∞4・005・403(:l:J;F，-跡は困営調査で南半却が検
出されたS8006建物跡と重版しているが切り合い|対係は明確でなし、。しかしSI403伎厨跡は出土遺

物からみるとS8006建物跡より新しL、。 SI404住Jt;跡はSK417、S0411と重敏し、切り合レから

SI4041主肘跡が古いことが判明した。 S1402住居跡は新しい土拡 (土取り穴?)によって切られてレ

る。またカマド、床面の位附から 31時JI1Jにわたる重僚が確認された。

{主肘跡の位置|対係は、密集ーした状態ではなく、それぞれ離れた場所に位置してレる。しかし、こ

れらの伎がJ跡にはある程度の脱fIIJ性が認められる。すなわち、 Sl006・404住居跡は南北方向が北で
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凶に約31支綴れており同方位である。 S1oo4住居跡をまっす ぐ北に延長した位置にSI404住居跡があ

る。 S1005・400・402・403住M;'跡はほぼ方形を皇し、南北方位は、 10-12度北で西に振れ、出ま同

方向を示すことなどである。

次に出土.iït物をみたし、。 S 1400住lí!f跡は須恵~i杯が二点で他は赤褐色土総杯である。 S 140 1 住居跡

は赤鰯色-1:ll:J‘のみである。 S1402住居跡は3時J(jJあり、古し、C住居跡からは回転へラ切り費量調盤の

須忠総杯が出土し、新しいA住居跡からは回転糸切り無翻磁の須忠告苦杯一点、他は赤鰯色土総杯が主

体を占めている。 S1403住居跡からは回転糸切り、内燥の台付杯、回転へラ切り無調整の須恵総杯、

それに亦制色土~{併などが出土している。

以上の事から考策すると， S1400、401、402A、403住1.5跡の出土遺物は同タイフの赤潟色土日告杯

が主体を占める。またS1401住居跡を除きほぼ同方向にあることから、 SI400、402A、403、005住

附跡はほぼ同時期と考えられる。また2時期の切り合レがあるS1400、401住}.!l・跡、 3時期にわたる

S1402 A、B、C{主}Jf跡につレては長期にわたる時間差はなかったと忠われる。 S1oo4・404住居跡

は規様、方向からみて同時JPIと考えられる。

(石郷岡誠 一)

注 1 r紋削減跡発御調査慨宇佐」紋間市教育委員会、i昭和51年。

tt: 2 小怯IF.炎、 「紋附以の土師総について」考古風土，氾、第2号、 1977年 4月。

3) r人物J、 「能」の絵画のある墨書噂について

' 犠倍長草は、第25次調査検出のSE406井戸跡の床面から多量の瓦、民事とともに出土した(第66図、図版

42、43)。噂、瓦とともに井筒床面に約三段の厚さで敷き延べられていたもので、盤部長事はその中の

二枚である。「飽J絵の民事は完形品で井筒内下段のほぼ中央部、 「人物」絵の民事は弁筒内の北側付近

から出上し、わずかに端絡が欠制している。しかしm物取り上げの時点では掛，11が磁認できなかっ

たため、え'V~I(IÍが上、下方どちらに面してレたのか不明である 。

「龍」は}J，~の上半，~Iに!J~，Ifされている。その状況は顔面は布向き、首から胴却にかけては左斜下

)'j ':'Jに、 j毛と考えられる部分は胴f部下端から右にi丘角に折れ闘 っている。また尾から下方にかけて

は持層L、総状の挫痕が純分的に認、められるが、 i乏であるのかあるいはそれ以外の絵になるのか不明で

ある。さらに.lÎJi ，~1には三角状の突起、白からJI阿部には?IL'~~を付しウロコ状文燥をあらわしている。

ま犬二時端却にも品痕があり、見ようによ っては首を垂れ下げた烏 (!i.) と、逆に自主を持たげたこ羽

の簡のよ うなぬが戯れているようにもとれる。

「人物」は時の中央にIIflをイラた人的lが、腕を胸に曲げて立っている。顔は不直下明であるが左向き、

IEtui ，:，)き、あるいは左 ・おI:'J;きと正面向き、また集係な形相の頗が正1mを向くといったように、い

くつかの見方が可能である。起は左右に聞き、つま先はニつに待11れやや下方を向いている。 しかも

左 ・ド (11:1飼)からは六'証言の弓矢が人物の数ヶ所を狙い定めており、その般たれた三本の矢は人体
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をc{通している。すなわち位、版、足と人間の主要部を射妓レてレるのである。

燥 して 、ニれらの崎川絵はやIを怠味する のであろうか。その問題にふれる仰にいくつかの矧例につ

いて述べておきたい。

発娠された rnむにつレてはこ例知られている。一つは飾岡県伊場遺跡出上の木簡であるJ温1io 

木簡は大綱の五府よりn'1の公良時代の遺物包含熔から出土した。その内科は、 r…胞伸、 .~.~ 如

H!令……」など呪符と忠われる文字とともに木簡左上fflIに左向きの胞が怖かれている。もう 一例は

大阪府池上回 γ 池遺跡から出土したタ'[;生後期の土総にへラ揃きされているものである。土~詩は弥生

WIの )~:1 i内から出土したもので、絵は土法の府部に細い一本の線でへラ摘・きされている。

r人物」の頗例については好例が知られていなし、。しかしIlf1伎な考・えるよで災:ifiな資料がある与

それはII(~有147 ・ 48イ l'に~J立f州il'J"Ç.:J誌が実施された佐渡国分寺から出土したへラ 摘さのある )t.l:i片で

ある (芯 3)。小似Jl-であるがその凸l耐には、頭部に頭巾をかぶり、両手には筆者を持 った11~陣だち

のはっ きりした ヒ ‘ド身がヘラ 鮒iきされている。その服装については「上半身の永Ulf1~i.、 UHi.，恰際形

式の総領、 ~hは筒拘hの仰を必}ij.. ・」とあり 、さ らにその人物l両の備には「三l崎氏人J の文字がいj じ

くへラ J摘さされている。三川氏人は鍾Ilíì画鋲井部三向付近にJ~住し、公~II与代には以)þl憾の t総司を

tt¥している氏肢である。 民事の人物服装は、こ の丸瓦にへラ賂きされた人物絵にm似する。すなわち

官人的服伎と庁えよう。

一二れらの傾倒を~~資料に二枚の地.!}噂についてその窓義づけを試みたい。

大方IJ してド必のニ.itfi りの ~・え }jが成り立つであろ う。

一つは )I~I iの術祭と甲信l~な i刻係を1-1する遺物と考える場合。他の一つは偶然に悦人 したもので井

戸とは有機的関係がないと ~える場合。

まずI~r.r，.について述べてみたい。

二枚の民事は、 JI二間内の休 I(IÎに三段に赦き~~ベた紋下段のものでJ1:戸が完成 した"，';.....(で設問 された

ものである。その位11白なはる と 「間」は井筒内のほぼ中央、 r人物」はJI~筒内北側付近か ら UI とし

ている。さて絵の，Q':'!.fとであるが、まず 「飽」 につレてみてみよう。

rn包J は古代において「随神」として信仰の対象にあったニとは伊場遺跡出 七の木聞がすでに証

明している。その木簡には 「胞」 の絵とと もに「龍伸」さらに「急々 olHt令」また「呪符」の文字

が見られ、ま さに呪 ・J ~にJH I. 、られたものである。 出土地点は刷内埋土でjft憐に伴ったものではなレ

が、 )j( との関係は~í.起できなL ‘。 また池上回ツ 池遺跡の場合は!亦生時代であり、 思:態的な問岨が若

干銭るとして も Jþ ，_i 内か ら 出上したことは盤視しなければならなし 、。こ れらのニとから"'~.!}Å撃の

rn包」も*1i完成に伴って、 井戸の清浄そして火災防護などを願盟した呪事的性僚に朋いられたも
のと 与えられる。

「人物Jは削l耐却がボ!Y"!JcJであるが、開聞からねらっているサ矢の的は人t:円であれば般を怠味し、
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観点唱r変えてJf;えれば前神的なl繭では悪霊、災を意味する。しかもは泊している三本の矢は、.'(!}.霊

な追い払うだけでなく死あるレは消減に歪らしめることと怠味しているのではないだろうか。また

つま先の別れや頗uliの不鮮明さは尋常の絵でないことを示唆し、同時に身につけた宮人の服装は化

身のカモフラーシ a と処ゐ、ニとができょう。

これらのことから rnuJは、井筒の中心に設置させることによって火災防護や永久にが'/1.、飲料水

省d護保できるニとを願L、、また「人物」を配すこ とによって井戸内に位入する必:革、災を追い払い、

死滅させゐ 、ニと を酬明した呪術的意味を有する絵と考える ζ とができる。

しかし次の 'J~rれから、 )1'1 Iとはなんら有機的関係を有しない情なる戯111司と見るニとも可能である。

すなわち「人物」 はド端部が欠損しており、井戸のm浄、火災防溢t予を願って行なわれる呪・JHこ、

当初から欠制したJl.IJ.を能川する 、ニとは与え費量L、。また床に敷かれた時は、ノド米の川途外の3わば二

次的利HJであり、 plll砲なl児・JHこ用いるには不浄物である。したがってこれらの二とより二枚の地心

時は、本米地ヒにおレて絵がかれた数伎の縛の-ffliで、それがJt・1iの完成によ って沫l白Iに敷かれる

ため二枚だけ偶然に地，IfJl.lJ.が持ち込まれた、と考える ζ とも可能である。

以上、 ニ.iIfiりのJf;え )jが成立するわけであるが後者の場合は、嶋，ll.Ií，Jヵ:ニ炊だけ{同然に)~二戸内に

持ち込まれたζ とと、その地が.没位された位置関係などあまりに偶然性が要求される。地，I}の対象

物にみ:米・のJTI.i念会雄れた時を{史Jtlしたことについては、むしろ当時の此，T(I'，，'うをf!l!川したとレう見方

からすれは.PJlMできるのではないだろうか。また出土した段階では「人物J のド端泌が欠倒してい

たが、 I~欠aの一郎が欠lj! ffllにかかっている ことから、主主，11 した段階では完形Jのであったと 与えられ

る。これらニとからJl.IJ.と)1"， iとの無機的関係の証明は諭証に乏しく、不可能である。

1枚のJl.IJ.の'WJ.!関係をきわめてシンフルに考察した場合、すなわちいずれも)1'1iWlfli段下段に般

かれたものであゐニと、水と笛媛なl対係にある「目立Jが井Jiの中心fflHこ位附すゐこと、 「人物Jは

舶、 つま先など1'ti:flf立が4Mtでないこと等、 偶然の一致とは考えられなL、。むしろl火術的似点から

の」5・然が戦然とした必;必づけが"J能ではないだろうか。

しかしI::j凶ぷも少々くなL、。 一つは肢も主要なζ とであるが、絵Ifljが1.:， F)jどちらを向けて，没

i伐されたのかである。また一つは、湿の世界を対象としたきわめて抽象的なれJl組であり、fJt場遺跡

11¥ 1 :の木附の~II く よ'炉による解決が必も望しいことはきう までもなし、。

なお資料の傾倒伊呪・IÇ的J5・え方につレては文化庁，記念物ぷ水野Jf:好調1ftH，こ適切な御助 3をf~fた。

4 )井土跡出土の木簡について

第 1号 (77凶 ・凶版49)

天守Zノ，11"}-j 

小包と 11:夫

クギ川き。上端欠。製作長31.5師、幅3師、厚さ lcm。先織のJ;-方からJ寺子削りが人り、尖がら
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せている。 一応、平以宮木簡の形態分額の印59型式に入るものと考えられるが、材の一端の尖らせ

形は付事L頗に通常比られるものほど徹底したものではなL、。クギ;!}きであるため、横州は材の日を

逆立てている ζ とから、明瞭であるが、縦画は材の自に沿うので、比鮫的不鮮明である。紀年銘の

すぐ上に鉄釘銭ff-。

M2~号 (77闘 ・ 図版49)

・浪人lこ部八1三五千

勝賞五年よ~I米

長さ37師、細2.5cmo/手さO.7cmotiE円材。上端の左右から切り込みを入れ、{也端はl柑側から削っ

て尖らせている。上ifllはz伝説。 6033型式。

第 3号 (第78凶 ・岡版50)

・7:大;術下於大大飽

・飽飽海t:il飽泌l惚級
((画}

・段上1m Jt主上mロ郷

3.4αn方形の角材の 3utiに主主，Ifしている。長さ28.2cm。下端fflHこ拘l¥.、切り込みがあり、おそらく、

長い材から切り厳した痕跡かと思われる。一応、平織宮本間の形態分飯に入らぬ'fi<形木簡としてお

く。

M4号 (ts78図 ・凶版印)
(Q.I ，，) 

・下野l吋河内IlsOt:i1郷C
(Ui，，)(Uヵ)(U，，)(.IJI.，，)

-口口口口 E

長さ28cm。帆 3cmo/'，メさo.9cmo .fi側面 ・下端却が欠鍋。 6081型式。両耐の文q.:はともに、お半分 ・

左半分それぞれ欠制 している。

第 5号 (79凶・凶版51)
〔御ヵ)(為ヵ〕

・天王御為亡二二コ .C二二コ口 口五百亡二二コ
Utバ

大l刈 E御為江二二コ ー父母ニロ御為五百E二二コ
(li吻) (御.)(1.:'1.) 

口同口口口にご二コ 過去見在ff属御為五E二

・勝質問年七)11ト花11

長さ39.8問。幅3.5師。j事さ1.lcm。上端と下端の l部が欠倒。ほぼ中央で折り出1がった状態であ

る。上半減には削り充足されたと忠われる文字が薄く見えている。 ω81型式。

M6号 (ts77凶 ・凶版51)

• r前祭察祭望奨策策策雪道祭之之之之之之之之灼灼灼灼灼灼若若
(ft・e波.... "ヵ〕

・ 若 i倍若.rUi'~';')ミ J健夫 Jた口口口口口口口Eコ

長さ45.8cm。幅2.6師、厚さO.加no 5つの断片を接合。印19型式。
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簡木第78図

第 7号 {第80凶 ・凶版52

CコココC亡ココcc
 

中道人・IÇ~ fi_人-解

6019制式。袋I[IÎ の:~l.浜はほとんどμぇ下端欠。1:恥14cm。下側3.5cmc Iがさ 1倒。

ず、下1)説イ.;"f能。

j毛さ45.5cm。

出土している。第81凶 ・凶版53この他tこ!H泌がほとんど見えない水附か9点

察)〔考

(733)年に12)) 己未条によれば、
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11号

第81図木 簡
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縮尺M
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IH羽燭遮 て úYl於秋凶村I:'~1I'l A( I湖 。

とある。 、ニれは出羽闘の中心的純設である出羽慣が出羽郎か ら約100km~tの紋閉村尚治水間に遣し雌

かれたという認 ・~である。したがって、この木簡は、 『統1:1広紀』 の天平5年条の出..fj柵の巡In必

' J ~ を~付けるi'i:rnな資料といえよ う。

M2-i号

(.K'f-)勝宝5年は753年。調は1川知のとおり、成年男子にかかる税でふつう 繊維製，M・海産物 ・

鉱底物など士地の名産を中央に必し出すのである。しかし、 r~ if.lX:ffil式』によれば、陪奥 ・1:f:I;.J.:!

，J.i!喝の調臓は当同に納め、そのIH納桜を仮説帳使に付 して巾し送れと既定されている。 また、その

.'..'.11は‘渚1:!iIの うちで、出羽両 l凶のみ、狭布と主主んで米 ・匁をあげてレる (他の同では、!'II徐の場

介に-*あるL、は殺がJ，J，阿 として脱定されている)。

rrfl上五十H
陸奥1到:-M日
調。広布廿三端。自除輸 :狭布。米。殺 .。

J;1f。広布十端。自i徐輸 :狭布。米 .。

行~ I:nt七日11¥;j.:J凶ドけ何t:J_~I Mfttl五十 :11

調。Alf。 輸 τ狭布。・米。殺 .。

この延辺式の焼定は、少なく とも、出羽屈の史料としては、9位紀半ばまで縦突にさかのぼること

ができるのである。すなわち、r傾衆三代絡』斉衡3 (856) 年 3 J1 8 1:l官符には、次の記 'J~が凡 ら

れる。

応 ν助 二階奥出羽両国周j変帳 'J ~ 

( rliJ略) 件両国調帳井用度帳。 {必附 t 倒~{吏 ー進 ν 之。助 : ，品j帳 .J'i。乃従 ニ政ZE.。ゼ レ-H:

肋11'. 。共~ ニ 返妙 4 。 所 ν 月1湖周f理Jド量産 レ 弁。 (後略)

附奥 ・tI¥;.J.:!，婦向か ら調帳と共に、その使途を明記した用度帳 (~留民却式では出納帳) が銀出され

ており 、すでに当凶において ，ïJ，~Mf物を使用していたことがわかる。また出羽同にl刻しては、 4火~に

給する年料械として狭布 l 万端を~め、~;'し凋狭イ旨が不足したi時11正税をも っ て充てよ うとしてい

る (r矧娘三代佑』点観17(875)年 5月15臼官符)調狭布がf{{めl白かれ、 4火禄に充てられているこ。

とがIYlらかである。結局、出羽l叫のJ1J;tfは史料上、 9t生紀半ばごろまでは当固に傷めi白かれたニと

が知られる。誼1)

っきに、浪人の調廊は有名な r続日本紀』益亀元 (715){ド5月の勅に「天下百姓。多背二本町 ー。

祝ト山他郷 。規士避謀役 ー。Jti1i五l泌街。経ニ三月以上 喝15'0J.!II土断輪三調服ー。髄t当l吋法 .oj 

と縦定されたのである。その'A!例を2、 3あげておこう。

例 l 調J，n白布地;n銘

常陸l利久制使浮以下型fl州 j内1m口口郷亡二二コ 酬 S12122222韮三
(鈴船舶正編 riE倉院貨物銘文~bRJ ) 
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O1J 2 平城-g木附ro羽田号
若狭凶三)J1ls竹11I盟浪人前文五百相調三斗

例3 平以宮木簡in2834号

上道官S浮浪人調織ー述

{例2、3は『千以宮木簡 2 (解説)J奈良自立文化財研究所)

ところで、二の調のH干しの木簡はその記載隊式に若干の特徴を有する。すなわち、 ijl滅-g木聞の武

進物{十字しの内草寺はJ't.i1fA主体、民進物の級自または.sHI・品目、数盛、氏進年月 Uを必載するのを原

則とする。そして、記載方法は次のようなものが一般的である。油2)

g進主体 (民進l叫/:11郷4"，+日進者)+民進物の樋目または税目 "'11'，11+数J.t+ft.i1fA年月日

例 平城古水間郷3311)-

三IJUt凶依
. 若狭l吋~敏郎玉tn郷川 )1ニ !ll.御湖増幅三牛

~I'~色凶年間月七日

例平城宮本術省~342η

- 玉凶騨家=~反人!，t\万円御調三 牛

天平四年九月

ところが、紋日1械の第2号木簡は若干、記載販を災に している。

.g進主体 〔浪人+丈ffll八手)+数盆{五斗〕

.j"(進年月日 {勝賞五年)+只進税白 ・品目〔調米〕

平h武宮木簡で、この矧例をさがすと、怠外と少なく 、管見の限りでは下氾の l例を知るのみである。

例 平城宮木簡郷330け
[キヵ〕

・讃岐IJil阿野/:1111下i'll¥犬万局三口

同年iみM応

M3号
( (6) 

1吋S水附。飽泌総 ・紙上/:11とも出;.j;j国のIl!S名である。絞上/tB口郷は不明。ニの木聞はtt>Iol~ではあ

るが、 21f1iの...K・1己にそれぞれ r飽」およ び 「段J があることから、 l:.ìL!の IQfÏlr-で伊f. l ~ したよとがわ

かるのてあゐ。

M4-1ij-
{臨4"，)

p.~慢のl測係はイ，1))1 0 ~而 ( :q句、時か。 r下野白河内郎口部郷」は r有1名傾策抄』に見え、内容こそ

不明だが、、~II与の 1I 1 .:fJ 1司 と *1司 との l刻連を示す資料であろう。

第 5号

奥山に紀{I~銘があることから、符;nとは考え られなく 、 一績の願文のような性僚のものであろう

台、o

第 6号

- 81ー



符，.f木問。

第 7号

文乃木簡。 人のj'{巡を示す木簡。解文の書式で、~~ ;!}の下にす ぐ本文 {内容) が，記され、襲l仮に

おそらく 1・I進年刀 II~がIJlJ.:èされているのであるう。 人名はほとんど位痕が減いため判読できなL、。

厳後に、今1"1の山上水附に関する問題点とそれに対する若千の見解を.id'iべておきたL、。

通常、 ;ltJiは)I'Ji使用の大きな条件の変化によ って、政策されるのである。例えば、平減宮跡の

宮内1白人:8~臓の)I'JiとされたSE311}1'戸は 8 世紀末になり 、長岡京への遜mlとともに井戸は政策さ

れ、 ヒ砂が局主的すゐままになり、 9世紀の平滅上皇による平減?ぎのTIfill tζともなって、、ニの)1'戸.も

ふたたび{史川 された。このI'Jillされた井戸 も、平城上皇の崩御 (天長元年 (824))による平城宮の

完全な使川停l卜.により 政重きされ、そのほには多量の腹芥がなげこまれたのであゐ (rヂ城宮.;f;:m;l

(解説)J)。

このように、 )I'Jiは怠織的にしかも短期間に思められるために、 )1二戸跡出 kの;n物はその井戸と

ともに機能 していたiI!物跡などの.in備の年代を推定する貨車な資料となるの・である。

今1"1のJI:Jiか らは年紀を示す木簡が3点一天平6 (734) 王手、 {天平}勝宝4 (752)年、，.... J 5 

(753)年一山 kしてL‘ゐ。 井戸の機乗年代は下限の資科をも って決めるならば、Je.ヰZ粉宝5年ごろ

と昆られるであろう。その場合、問題は天平6年との聞に20年の聞きのある ・WJ!を如何に解決する

かである。そニで、 )e'fl61ドの.;f;:1J1fに注目してみよう。

まず、クギ，'.きである 6点が特'ft:，主である。 ζ うしたクギ;nきの鎖倒はあまり多くはなレが、例え

ば、伊場木Ilñ~H3 り 「 ・ 111代国主fi町馬食 ・口中」 がある (r伊場jft跡発掘調任事録伶.!H:s1附-gJ

hめ木簡一J197611ミ}。 また、正倉院所厳の漆柄香価証箱の益には針Jlで「初 ~II他六年じ月六 IIJと Jじ

してし・る ~~"，)N(! 11:氏側 rrtEtt院貨物銘文集成J 1978年)。一応、このように矧例を必めること

ができるが、その記載内科にも1::)組がある。この木簡はほぼ完形にもかかわらず、 .te載されてレる

文ネは 「天、ドノ'，;11ミJJJのみである。しかも、紀年銘の記載も「……年月」 と("1刈か明.tt!してレなL、。

さらに、 木簡の上、幹部の年りの1'"上に鉄釘と忠、われるものが打ちつけてある点にrI':息する必要があ

ろう。 -)J、)1:J iの性怖からして、井戸使用時の投楽の可能性は少なレ。

ニれらの点をIJt-わせ Jすえるtr.らc!、この木簡はク ギ必きに加えて、簡略な紀年銘だけという点で、

通常の役所mlなどでのやりとりの際に用いられたものとは考えがたL、。むしろ、ニの木簡は紀年を

，{t.!し、何かに打ちつけておいた木札のような性絡のものではないだろうか。そのように解釈するな

らば、井戸跡から約初年の聞きのある木簡が出土した ζ とも問題とはならないであろうρ、ずれにし

て も、 、ニの f-天平61f.JlJ の木簡はよ二の井戸を含めて、遺憾の上限を示す縦突な資料であるニとは

間違いないであろう。

第 2~;.木簡がw羽l叫の訓Mf御jを与える重要な資料であることは前述 したとおりである。ここで、

問題をさらに版側させる危らば、出羽栂 {秋悶島氏)の性絡論tこま で及ぶであろう。
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天子5 (733)午、l封;.J.:J備は秋m村尚清水間に選位された。 統紀夫平9 (73η年正月丙中条には、

先 ν是。陣奥妓'祭{東大野朝臣東人等言。 従=陸奥向-l袋二出羽燭 ー。;a経ニリj勝 ー。行程迂途。

JI征 二列島野村 .以通 二1山路 4 。

とあり、 附奥同 {多1'(燭} より 、出羽園出羽織までの述給路のI刑事Eを日的としたものである。よれ

以，IIfに、{.eIf. 5 (721)年出羽凶は陸奥技第使の管敏下に位かれている。したがって、凶j同の述絡を

慌にするためには仙j同府It;Jの連絡路を整備する ζ とが急務とされたのであろう。その点(その後の関

泌史料も含めて)からは、移転後の出羽tlI!I(秩田村尚治水問所伝)にl白羽l同府としての性絡を認め

るニとができるであろう。，il'.(3lしかし、 一方では、出羽圃府は終始、 11:l;fl，"1に所復したとする主張

もあゐ ( i13倫í;H~n(; r秋川械をめぐる却問題.J r日本歴史J 281号19711判。

と4二ろで、訓Mfの{付しは/ljtUljとして只進された伝終地で何ほどきされ、!必訴さされるものである。

そして、Ilil述したよ うに経印式には出羽岡の調Mfは当l到に印めInくと Lづ 脱出があり、そのことは

文献上で91";紀半ばま では1it'J!にあと づけるよ二とができるのである。さらに加えて、ノド木簡は材質・

形態 ・，If体いずれも今lu)出上の木簡の中では最もす ぐれており 、i鴻の付札としては完全な事与をとど

めているとレえるのである。したがって、調脱の木簡が紋凹減跡から出土 したことは、 U:l;fl燭 (秋

削減}がl時1(.Jとして機能 した lつの訴処となるであろ う。

なお、 「秋川以」の千九は『大Hノド古文，IfJ巻25所収のJミヂ宝字4 (760) 1ド3.H 191:1の九fflU三人解

状に r~.I]i木峨J とはじめて見える。また r日本後事己』経府23(804)年1l}J焚じ条に「秋凹厳旭位

以米側It除年」 の，記載がある。その点では、秋IB臓の悠置は760年前後と身えられる。 、ニの出羽栂から

秋nJ械への変化の'J!1~解明は今後の大きな課題である。

以上のように、今)11)の，f.;fl1j・(1点敬、ニそ少ないが、内容には沢市なものが多く、その.1J:1受はきわめ

て大きいといえるのであゐ。

富島東V，t東北}僚史資料館研究u 平 川 lお

，~I:n ) が川 IYi r附輿 ・11¥;fl官術財政につレてーいわゆる-qïE~.Jと の l刻.i1lを ' 1.'心としてー」
( r I俄火.Jm48鮒 1976年 1月)

，;.1:(2) バ.i1li物関係の本附については、今成峰雄氏「民進物{・1・.fLの，mrl:]組J (祭政|吋立文化財研究所

学弱lm32""r(jJf究必然NJ 19781引が諜しし、。
湘 3) ヂ川 'YI r 1I1;.J.:J1吋附ぬJ ( r宮城県多幻滅跡調夜研究所 ・ 研究紀~IVJ 1977王手)

(附必)本稿は公良両立文化財研究所で行われた「第 1阿木術学会J において 円頭発炎 したが、

発点に由iつては怠加の必先生}jから有主主なご教示 ・ご意見をいただいた。
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調査成果の普及と関連研究活動

(1) 現地脱明会の開催

昭和田年 11月2313

第25次開査について 嫌師石郷岡該ー

121諸国体開催研究会制への参加

0秩聞大学史学会務季発炎会 1978年 6月24日

発表日野 久

一秩l封城跡の発錫!制査についてー

OM5回古代以柵 ・官ilij遺跡検討会 2月3・4日日 発点

発A毛布郷阿蹴ー 参加所員 (小怯正夫 ・日野

安 111 忠市)

- 1れ和53年度秋間以跡発銀調査についてー

(於秋田大学)

久・同行 隆 -

(於様岡市共済ヒ'ル)

01昭和53年度秋roM文化財保護研究協議会 2月23臼 講師小鈴正 夫

重主加所A(石郷削減ー ・日野 久 ・西谷 隆 ・安問J宏、市}

一秋問減跡発姻湖査について ー

OM41"1 木簡学会 3月31・1日

発J<小包~ IF.犬

(3)発郷関査への鎗カ

0秋闇市後減遺跡発鍋鯛査 4月-12月

0秋間市上新以中学校i蛍跡発掘調査 3月
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図版2 第24次調査 上上層遺禍全景(北から)
下上層遺織全景(南から)



図版3 上 上層遺構全景南 (西力、ら )

下 SB384掘立柱建物跡 (西力、ら )
SA394 Bピット群



図版4 上 下層遺構全景(北から )

下 下層遺構全景南 (西力、ら)



図版5

S I 367 
住居仲
{函から}

SI368 
住居餅
(白かり)

Sほ69住居跡
(西か ら)

SK389土i広



S I 369 
カマ卜
(白から )

S I 369 
カマド
肴築状態
(西から)

図版 6

S I 370住居跡 (南力、ら )



図版7

S 1371 
住居跡
(西力、ら)

S I 371カマド
(西力、ら)

S I 372 
住居跡
(西から )



S 1373住居跡
(南から )

図版8

S 1374、375
住居跡
(北力、ら)

S 1376、379
住居跡
(南から)



図服 9

S 1 377住居跡
(東力、ら )

S 1 378住居跡
(南力、ら )

S 1380.381 
住居跡
(南カ、ら)



S I 382住居跡
(東から )

S I 383住居跡
(北かり )

左

図版10



図版11 第25次調査上通例全景 (~tから)

下 lO{縄全景西(北から)
S 1404住居跡・S0411



図版12 上 S9α泊、395淫物跡、 SI∞4、005住居跡(束力、ら}
下 S9∞6、 395建物跡 (~t力、ら)
。 SK∞7-014土i広・S0015・016(南側)



図版13 上調査i也北側全策(束力、ら )

下 S8お6建物跡(南力、ら)



図版14 上 SB渓浴、397建物跡{束力、ら)

下 SB398建物跡(西から)



図版15 上 SB399建物跡(東力、ら)

下 S 1400、401住居跡 (南から)



S 1402A住居跡 (西から )

S 1402Aカマド (西力、ら )

S 14028住居跡(北から )

図版16



S 1402C住居跡
(西から )

S 1402Cカマド (西から )

S 1403住居跡
(北力、ら )

S 1403カマド (ヰヒから)

図版17



図版18 上 SB006、395建物跡掘り方断面

下 SB006、395建物跡掘り方断面



図版19 上 SB396建物跡掘り方断面

下 SB396建物跡掘り方断面



図版20 よ SE406井戸跡上面遺物出土状態

下 SE406井戸跡掘り方断面



図版21

S E406 
井筒

S E406 
戸跡全景
(北から )



図版22 上 SE406木簡出土状態

下 SE406底部



図版23

SE4筒井筒
禍 ・里聖書



図版24

$A407'主予IJ全
(品から}

左 $A407掘り方断面

右 $A407掘 り方断面
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図版25 第二次調査出土遺物
1 ~11 S 1367 

12~14 SI368 

15~23 S 1369出土
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図版26 1 ~ 13 S I 369出土

4の漆紙拡大写真は

文字を明確にするた

め反転

1 4~18 S I 370出土
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図版27 1 ~ 12 S I 370出土

13~20 S r 371出土
21 ~24 S 1372出土
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図版28 1 ~ 3 S 1 374 4 S 1 375 
5 ~ 8 S 1 376 9 ~ 13 S 1 377 
14 S 1 378 15~ 18 S 1 379 
19~24 S 1383出土



図版29

1~9 S I 383出土
10、11、13 S0366A 
12 S03668 
14 SK387 

15、23 SK388 
7 8 

18 SK390 

16 SK391 
21、22 SK392 

17，19、24 SA394A 

20 SA3948出土
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図版30 1 ~9 表土~第 5層

1O~23 第 6層出土

各層出土土器
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11 12 
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図版31

各層出土土器

1 ~23 第 6層出土

22 
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図版32

各層出土土器

17 表土~第 5層

1 、 13~16 第 6 層

2~12 第 ア層出土



17 18 19 

4 、 6 、 ア 、 9~11 、 13 、 14 、 17 、 18
21~28 、 30第 6層出土
5、8、15、16、20第 ア層出土

20 

図版33 各層出土遺物

l、2、3、12、19、29

表土~第 5層出土

26 
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2 3 5 

10 

17 

12 

18 19 20 

21 司司園~ 22 

図版34 各層出土遺物 1、2、4、8、10、20 表土~第 5層出土

3 、 5~ ア 、 11 ~13 、 15~17 第 6層出土

9、14 第 ア層出土

出土瓦 21 S 1369出土

22 表土出土

6 
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図版35

6 

第 6層出土

2、5 S 137出土

3 第4層出土

6 第 ア層出土
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図版36 墨書土器 1 ~11 表土~第 5層出土

11~18 第6層出土

3 

6 

9 

12 

16 

18 
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11 

14 

16 

図版37 墨書土器

1、2 第 6層出土

3~16 第 ア層出土

17 SA394A出土

15 
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、、l

図版38 第24次調査出土縄文式土器、石器

3 、 4 、 9~13 、 15 、 16 地山飛砂層出土

1 、 2 、 5~8 表土~第 ア層出土

14 S 1370埋土出土

11 

圃



2 

3 

4 

9 

1第24次調査出土縄文土器

2第25次調査、S1004出土

3~10 S 1400出土

11、12 S 1401出土

11 

図版39 第24次・25次調査出土遺物



1~8 

S 1402A・C出土

8 

9~14 S 1403出土

図版40 第25次調査出土遺物
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2 

11 12 

-R哩忌.J 
13 14 

l、2 S 1403出土

3-7、10 SE406上面出土
8-12 S E406i塁土出土

13-16 SE406井筒内出土

13 16 図版41
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SE406出土木製品

図版44
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21~38 SE406出土木製品 図版45
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39-46 SE406出土木製品 図版46
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1-4、 6 SK417出土 12 表土出土

5 SK418出土 II 努 4届出土

ア SK424出土 8-10、13-15 M3届出土

8-15 各層位出土必物

図版47
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aE‘ 

1-9、12 各層位出土漬物
l、3-8 m3層出土

2 ?1， 2 J面出土
9 2お4届出上
12 ~ 3届出土 乾漆

'ヌ4c:---- 11 

10、11 その他のi.I物

図版48
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2号

図版49 木簡



3号 4号

図版50 木簡



5号

6号

図版51 木簡



図版52 木簡

9号

1{ 

8号
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図版53 木簡
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1 ~ 3 S E406井戸跡出土瓦

4 第 3層褐色土出土

のし瓦

図版54
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関
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集
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の
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)



凡

例1

一
、
こ
の
史
料
集
は
、
秋
田
城
に
関
す
る
古
代
文
献
史
料
を
抄
出
、
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
秩
回
滅
に
関
し
て
は
、
中
世
に
も
関
連
史
料
は
あ
る
が
、
さ
し
あ
た
っ
て
、

秋
田
滅
跡
調
査
事
務
所
が
秋
関
城
跡
の
調
査
研
究
を
進
め
る
に
際
し
、

基
礎
史
料
と
し
て
必
要
な
古
代
の
史
料
に
収
録
の
範
囲
を
限
っ
た
。

な
お
、
本
史
料
集
は
、
史
跡
秩
悶
城
跡
調
査
団
作
成
「
秩
凶
城
関
係
古
文
献
抄
録
」

(
昭
和
三
十
六
年
七
月
発
行
〉
お
よ
び
宮
滅
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
作
成

寸
秋
田
城
史
料
集
成
」
令
も
と
と
し
て
、
増
補
改
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
作
成
に
際
し
て
は
、
東
北
際
史
資
料
館
の
平
川
南
氏
が
こ
と
に
あ
た
っ
た
。

二
、
秩
出
城
を
は
じ
め
、
秋
出
郡

・

〈
飽
出
、
院
国
)

-
秋
同
村
な
ど
の
関
連
地
名
、
秋
悶
城
介
、
秋
田
営
な
ど
も
収
録
し
た
。

、
多
考
と
し
て
、
出
羽
織
関
連
資
料
を
付
し
た
。

四
、
出
典
の
下
の
数
字
は
巻
数
を
一不
す
。

五
、
年
次
不
詳
の
も
の
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
、
か
り
に
所
収
し
、
そ
の
理
由
を
簡
単
に
示
し
て
お
い
た
。

六
、
収
録
し
た
史
料
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
も
と
と
し
た
刊
本
は
、
も
っ
と
も
普
及
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
を
も
っ
て
し
た
。

日
本
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訂
噌
補
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入
大
系
)
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上
)
、
日
本
後
紀

(向
上
)
、
文
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史
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菩
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、
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日
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古
文
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編
年
史
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衆
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侍
中
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要
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鶴
波
占
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信
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記
録
)
、
魚
品
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本
史
料

一
の
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宮
記
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籍
集
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編
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料
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成
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開
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記
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古
典
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話
記
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叶
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古
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学
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江
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次
第
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群
川
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伝
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元
慶
五
年
四
月
二
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五
日

出
現
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元
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内
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一
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把
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傾
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三
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刀
五
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五
梢
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一
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鈎
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五
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廿
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一
冗
慶
八
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司
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秋田城跡発掘調査事務所要項

I 組織規定

秋川市別委員会事務局組織規則 附(伊宝料品長年間割譲53)
第 1条

4. ~3 条第 4 項に掲げる事務を分吹させるため、社会教育課に所属する機関として、秋

削減跡発掘調食事務所を閉そく。

m3粂
4. 秋mJ成跡発鋸開校事務所における事務分'款は、おおむね次のとおり+こする。

一、叱跡欽削減跡の発婦に関すること。

亡、史跡秋ID.!J史跡の出士，itaの調査および研究に関すること。

H 発掘調究体制j

1)関谷体制

秋岡市教ft委員会 教育長佑雌博之 社会教育総長佐藤喜予

秋(f1域跡発据調査事務所

11と 名 職 名 所 峰

供:-'<木栄本 所 長 E大冊市教行委n会主J:会'教育課重量*<液}
小校 IE J:: :E ~ 社会教育s諜 {波i

f(原i 俊 fT 。 ル 。 (/1 ) 

一 一'(;郷l刈 誠 一 11 // 11 1々 i

11 IJf 久 。 々 今 t今

内 n 隆 凋企補佐，u
匂E tn JぶrJj 11 

し出 ~t 'J(; 子 調子互補助員

2) ~調税指湾機関

常身長YA多釘厳跡調子E研究所
後幾勝彦

所研 究 長員
桑原滋郎

進届家紋締 主支 師

平川 i有 ~ 

白鳥良一 1/ 

高野芳宏 高V

鎌田俊昭 11 

d 川雅清 。」



!iE 

先行昭和54~手3 月 秋田市教育委員会 印刷 (徐) 三戸印刷所
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